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午前９時５７分開会 

○吉岡茂委員長 おはようございます。ただいまか

ら総務委員会を開会します。 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 初めに、記録署名員を指名させて

いただきます。 

  くじらい委員、加地委員、よろしくお願いいた

します。 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 それでは、初めに、請願・陳情の

審査に移ります。 

  （１）５受理番号１８ 日本政府に核兵器禁止

条約に署名・批准を求める意見書の提出を求める

請願を単独議題といたします。 

  前回は継続審査であります。 

  執行機関は何か変化ありましたでしょうか。 

○総務課長 ２点、御報告がございます。 

  １点目は、まず、世界的な動きとしまして、核

兵器禁止条約の批准国が１か国、この間、７月に

追加がありまして、今現在、批准加入国は、７５

か国地域となってございます。 

  ２点目は、区の方でございますが、先日、原爆

展、８月５日から９日まで原爆・平和・戦争を考

える展示会をアリオ西新井で行いまして、こちら

で区が設置した核兵器禁止条約の早期解決を求め

る署名が１１８筆集まりましたので、御報告でご

ざいます。こちらの署名は、後日、平和首長会議

に郵送いたします。 

  以上でございます。 

○吉岡茂委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はございますか。 

○ぬかが和子委員 今御報告いただいた原爆展で、

区の方で、平和首長会議が呼び掛けた署名を置い

てくださって取り組んでいたわけですけれども、

その平和首長会議は、今年はいつ行われて、参加

とかはどういうふうに考えているのか改めてお伺

いします。 

○総務課長 今年度は、来年の１月に、広島で平和

首長会議が開催されると今のところ聞いてござい

ます。 

  区といたしましては、現在、出席は、私、総務

課長など２名ほどで出席を考えてございます。 

  以上です。 

○ぬかが和子委員 その平和首長会議がいろいろな

事業を呼び掛けていると思うんですよ。例えば、

小・中・高校生を記念式典等々に派遣をするとい

うことに補助をしていたり、それから、平和の絵

画展、いわゆる平和の絵画コンクールというのか

しら、子どもたちに平和をテーマに絵画を描いて

もらって、それを展示するとか呼び掛けていると

思うんです。こういうことって、足立区でもでき

るのではないかというふうに思ってるんですが、

どうでしょうか。 

○総務課長 区といたしましては、まず、今年度強

化したいこととしまして、昨年度に、平和の啓発

動画を作成をいたしましたので、戦争体験者の

方々の証言などをまとめたですね、そういったも

のを今年度から小学校、中学校でも、ショート版、

短いバージョンを授業で使っていただくというよ

うなことをして、そういう形で平和の啓発を更に

充実させていただきたいと考えてございます。 

  ということで、そのあたりのところをまずやっ

ていくというところで、その辺では、絵画展とか、

あと派遣というようなことは、今現在は考えてな

いところでございます。 

○ぬかが和子委員 あと、例えば、是非派遣も考え
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てほしいし、それから、平和をテーマにしたポス

ター募集ぐらい、募集はやろうと思えばできると

思うんですよ。そういうことも検討していただき

たいというふうに思っています。 

  それと、今、お答えがあった平和についての動

画、主に証言何かとか、足立の状況のものを簡易

版で動画にしたと思うんですけれども、それを小・

中学校ですか、小学校ですか、提供というお答え

でしたけれども、この間寄せられているのが、ど

うしても、これ、総務部の事業としてやっていて、

教育委員会サイドとの連携といいますか、被爆者

の方も、今までは、学校にも、ある一部の学校に

は呼ばれて証言も行ったりというのはしてるんで

すけれども、やっぱり全体としてこの平和学習に

そういう足立の実態、足立のそういうものを活用

しようというふうになかなか連携が取れてないと

いうような指摘もあるんですけれども、実際にど

のぐらい活用されたのかというのは検証してるん

でしょうか。 

○総務課長 今現在は、まだ今年度、今スタートし

て、この１年間でまずは小学校とあと中学校でも

併せて教育委員会と連携して、動画を活用してい

ただきたいと思っておりますので、今年度終わる

頃の段階で、どのぐらい小・中学校で使われたか

というところは、集計については、教育委員会と

連携して検討したいと思っております。 

○ぬかが和子委員 その際に、どのくらい使われた

のかということを検証することと、恐らく中学校、

小学校でも、社会科の授業だと思うんですよ。そ

うすると、区小研とか区中研の社会科部会ってあ

るんですよね。それは、現場の先生たち、選ばれ

た先生たちですけれども、いい教育を実践してい

こうということで、区の指導の下で成り立ってる

わけですけれども、そういうところにも是非働き

かけを、単に校長会とかということだけでなく、

していただきたいのですが、どうでしょうか。 

○総務課長 今おっしゃられた区小研、区中研とい

うことも含めて、教育委員会と情報共有させてい

ただきまして、更にどんな形で働きかけができる

かは考えてまいりたいと思います。 

  なお、今、ぬかが委員おっしゃられたとおり、

正に社会の授業で、主に小５、小６あたりと中２

あたりのところのちょうどそういったところを学

ぶところの学年などに特にということで、事前に

教育委員会と話した上で、そういったところに特

に使っていただければということで周知はしてる

ところでございます。 

○吉岡茂委員長 他に質疑よろしいですか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 それでは質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○くじらい実委員 継続でお願いします。 

○いいくら昭二委員 私も実は原爆・平和・戦争を

考える展示会というのを毎年のように見せていた

だいてるんですけれども、今回は特に私が見る限

りにおいて、小さなお子さんが本当に真剣に食い

入るような形で見ているお姿に私はまた毎年のよ

うに感動したんですが、そういう部分において、

やはりこういう委員会を通じて議論を進めること

は重要なことなんだなあということで、前回に引

き続き、我が会派は継続ということで。 

○ぬかが和子委員 この請願は、本当に日本共産党

足立区議団の所属の議員だけでなく、複数の会派

が紹介議員になってるというのは前回も申し上げ

たとおりで、紹介議員になってる会派でもありま

すので、是非採択をお願いしたい、求めたいと思

います。 

○加地まさなお委員 継続でお願いします。 

○佐藤あい委員 継続でお願いします。 

○吉岡茂委員長 それでは、これより採決いたしま
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す。 

  本件は、継続審査することに賛成の方の挙手を

求めます。 

[賛成者挙手] 

○吉岡茂委員長 挙手多数であります。よって、継

続審査と決定いたしました。 

  次に、（２）５受理番号２６ 希望する自治体

が職員の定年を６５歳から７０歳まで引き上げる

ことができる制度を導入するよう国に意見書の提

出を求める陳情を単独議題といたします。 

  前回は継続審査であります。 

  執行機関は何か変化ありましたでしょうか。 

○人事課長 特に大きな変化はございません。 

○吉岡茂委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はありますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 それでは質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○くじらい実委員 まだ定年が６５歳まで引き上げ

られてる最中というのもありますので、議論はま

だ必要だという思いがあります。継続でお願いし

ます。 

○いいくら昭二委員 引き続き、まだ経緯を見守っ

ていきたいと思いますので、継続で。 

○ぬかが和子委員 私はやっぱりこういった問題と

いうのは、現場の職員の方々、職員の組合、そう

いう方々がどう考えているのかということが大切

だなというふうに思っておりますので、簡単に私

たちだけで採択というふうに言うわけにはいかな

いという部分もあると思ってますので、継続でお

願いしたいと思います。 

○加地まさなお委員 時代に合わせて考えていかな

ければいけない重要な案件だと思いますが、あと

は国の動向も踏まえてしっかりとまた議論をさせ

ていただきたいと思いますので、継続でお願いし

ます。 

○佐藤あい委員 状況をしっかりと見ていきながら

議論を深めていく必要があると思いますので、継

続でお願いします。 

○吉岡茂委員長 それではこれより採決いたします。 

  本件は、継続審査とすることに御異議ありませ

んか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 御異議ないと認め、継続審査と決

定いたしました。 

  次に、（３）受理番号１６ 公的支援事業にお

ける政治的公平性の確保に関する陳情を単独議題

といたします。 

  新規付託でありますので、執行機関の説明を求

めます。 

○総務部長 皆様おはようございます。私からは、

受理番号１６番の御説明をさせていただきます。 

  令和８年１月に、西新井文化ホールであだちま

ちづくりトラスト助成を受けた演奏会のパンフレ

ットに特定の国会議員の挨拶文が掲載されており

ました。これをきっかけに、公的支援の入った事

業に対し、区民から政治的中立性・公平性につい

て疑義を持たれることがないよう、運用のルール

整備、指定管理を含めた関係団体への周知徹底、

再発防止を求めるという陳情が提出されました。 

  区の状況の説明でございます。 

  １、区の状況というところでございますが、（１）

それらに関する基準、運用でございます。こちら

については、該当の要綱にのっとりまして、申請

を受けて審査をするという形となっております。 

  また、必要に応じて、会則、過去のパンフレッ

ト、チラシなどの提出を求めており、事業の終了

後は、事業の報告書の提出を求めているところで

ございます。 

  また、（２）でございますが、指定管理者に対
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する政治的公平性に関することといたしまして、

不当な差別、扱いをしてはならないなどの地方自

治法に定めていることをきちんと守っていただく

ように、そういったことを通知としているところ

でございます。 

  また、議会の議決を経て指定する指定管理と区

が締結する協定書において、関連法令の遵守や信

用失墜行為の禁止を規定して、公の施設を管理す

る立場であることを認識していただいて、適切な

対応をしていただいているところでございます。 

  今回の問題になりました公益信託あだちまちづ

くりトラストにおける対応でございますが、当該

団体については、区に謝罪をされまして、区とし

ても厳重注意をしているところでございます。 

  また、再発防止としましては、所管課が内容確

認後にパンフレット等を作成するように指導して

おります。 

  また、トラストの事業の展開の中では、申請時

にチェックできるような形とするということでも

ございます。 

  区の方針としましては、引き続き、こうした要

綱を使いながら、指定管理者にも同様の指針など

を守っていただきながら、承認をきちんとしてい

くということが必要と考えております。 

  私からの説明は以上でございます。 

○吉岡茂委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はありますか。 

○くじらい実委員 今回新規付託ということなので、

確認を含めて幾つかお聞きしたいと思います。 

  今回、陳情の中で具体的事例が出ていて、それ

に対する内容の陳情だと思うんですが、まず最初

に、報告にもありましたけれども、区として、当

然以前から、政治的中立性と公平性についてはし

っかり取り組んでいるという認識でよろしいでし

ょうか。 

○総務課長 それぞれ要綱等のルールに基づいて、

きちんと定めもありますので、きちんと取り組ん

でいると認識をしております。 

○くじらい実委員 当然区は今までしっかりと中立

性を保ってやってきたという認識だと思うんです

が、今回は具体例が挙がってる中で、この令和８

年１月の件というのは、なぜそれが起こったのか

というのとそれ以前にはこういうケースがあった

のかどうかというのはいかがですか。 

○総務課長 まず、この件が起きたところというの

は、ちょっとまだあれですけれども、この話の前

には、少なくともこういったような事例があった

というのは、区としては確認してない、把握はし

てなかったと思います。 

○くじらい実委員 そうすると、これは、令和８年

１月の件というのは、どういう経緯でこういう形

になったかというのは把握はされてないというこ

とですかね。 

○地域文化課長 今回の件、ギャラクシティでの公

演でございました。経緯としましては、Ｇアカデ

ミアという区民が参加するアーティストと触れ合

う企画で、この主催者があだち第九を歌おう会と

いう区民参加の会をつくりまして、そこの歌おう

会が主催者とともにこの演奏会を開いたという経

過になってございます。このパンフレットの掲載

等に関しましては、そこまで把握できてなかった

というところが現状でございます。 

○くじらい実委員 先ほど報告の中では、（３）か

な、当該団体代表が区へ謝罪ということで、区と

して厳重注意したという対応が書いてあるんです

けれども、これは、当該団体としてというのは、

しっかり誤った認識だったという自覚をしている

ということでよろしいですか。 

○地域文化課長 そういう認識でございます。 

○くじらい実委員 それともう１つ、今回国会議員
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の挨拶が掲載されたということなのですけれども、

国会議員になると、公職選挙法も絡んでくると思

うんですが、公職選挙法については、何か問題が

ないのかどうか、あるのかどうか、区の見解とし

てはいかがですか。 

○選挙管理委員会事務局長 国会議員の方のイベン

トのパンフレットに挨拶文が載っかっていたとい

うことで、国会議員の方そのものは、載る必要が

あったのかどうかというところと、仮に、主催者

側の役員とかでなく、国会議員の方が載ってたと

いうことになりますと、本来であれば、有料広告

の扱いなのかどうかとかという解釈もありますが、

載せた側に公職の候補者がもし関与しているので

あれば、その公職の候補者たる方が寄附行為をし

たという解釈になる可能性はあるかなと思ってい

ます。仮に寄附行為に該当するとすれば、公職選

挙法に違反する可能性が残されているというふう

には考えております。 

○くじらい実委員 当然、具体的に国会議員の先生

の挨拶ということで書いてあるので、その辺もち

ょっと絡んでくるのかなという認識はありますが、

最後にしますけれども、当然、区のチェック機能

が働かなかったために起こってしまったという認

識も少しあるんですけれども、今後、こういうこ

とがないように、区のチェック体制というのは、

今後どうやって取り組んでいく予定でしょうか。 

○総務課長 今回トラストの方で、まず申請時にチ

ェックできる形というものを取り入れたところが

ございます。あと、★★なども年間６００件程度

ある中で、それぞれ必要に応じてヒアリングなど

も強化していくようにということで、昨年度、ル

ールも強化したところもございます。そのあたり

のところで、今回のトラストの申請時のチェック

などの情報もまた改めて全庁に共有をいたしまし

て、それぞれ申請時のチェック、ヒアリングなど

する際に、是非そういったところも確認していた

だくようにということで、横展開していきたいな

と考えてございます。 

○くじらい実委員 すみません、最後と言いました

けれども。これトラストだけではなく、多分、区

の後援とか共催とかという、区の方で直に関わっ

ている、所管がいろいろあると思いますけれども、

そちらについての、トラストだけではなくて、そ

ちらのチェック機能というのも必要だと思うんで

すけれども、それいかがですか。 

○総務課長 今回のこの事例の共有も含めてとあと

今申し上げた申請時のチェックというやり方など

も、具体的に共有をして、各後援の申請などをチ

ェックする際に、そういった視点で同じようなレ

ベル感でチェックができるようには、またそうい

った共有を図っていきたいと思います。 

○ぬかが和子委員 私もこの陳情に出されているパ

ンフレットを見て、非常に驚いて、とにかくカラ

ー刷りのパンフレット一面にわたって、一面です

よ、丸ごと、当該国会議員の写真と挨拶が出てい

て、非常に違和感を覚えたんですよね。こういう

指摘を受けたときに、区はどう感じたのか、まず

お伺いします。 

○総務部長 私の方でも違和感を感じたところでご

ざいます。 

○ぬかが和子委員 それで、この陳情でも言ってい

る公的支援を行うという側面では、確かに後援等

の厳格化というのもあるかもしれないけれども、

一方で、多くの団体が、後援は受けてると。やっ

ぱり今回のこの公的支援という点では、まちづく

りトラストで補助を得ていると。そういう団体が

やった企画のパンフレットで、１国会議員だけが

大写しで掲載されていたという問題だと思うんで

すよ。この団体に対してのまちづくりトラストの

補助というのはどのくらいあったんでしょうか。 
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○まちづくり課長 今回の助成金につきましては、

約２００万円だったと認識してございます。 

○ぬかが和子委員 ２００万円というのは、本当に

結構な金額で、本来そういった掲載がなければ、

みんなで第九を歌おうなんていうのはいい取組で、

本当によかったのにと残念でしようがないんです

よ。このまちづくりトラストにおける対応という

ところで、イのところで、申請時にチェックでき

る形に変更したということですが、何をどのよう

に変更したのかお伺いします。 

○まちづくり課長 トラストの助成については、運

営指針にうたわれてるんですけれども、この内容

について申請いただくときの書類の中に、例えば、

今の政治的、宗教・政治的活動を目的にしないで

すとか、営利を目的にしない活動であるだとか言

っているところを申請者御本人にチェックをして

いただくというような形のものを追加をさせてい

ただいたというところでございます。 

○ぬかが和子委員 それでチェックをしていただく

ということと、今回の事例でいうと、挨拶をその

方に頼んで載せてもらったんだと御本人は言って

るわけですよね、この主催者の方は。そうすると、

それが本人の中でどう認識されてるのかという点

では、しっかりその辺をチェックできるような仕

組みというのを本当に考えていかなきゃいけない

のではないかということと、それから、こういう

ことがあったので、きちんとそういうことは注意

してくださいねということを公益トラストの団体

には、全くそういうことに無縁な団体がほとんど

だと思うんだけれども、しっかり注意喚起を全体

にしなきゃいけないというふうに思うんですが、

どうでしょうか。 

○まちづくり課長 ぬかが委員おっしゃるとおり、

きちんと周知をしていくということにつきまして

は、また改めてホームページ等でも広報したいと

思いますし、実際に申請をこれからまた次回以降

していただく団体等も、御相談等ございますので、

そういったときには改めてこういったことについ

ても注意申し上げるようにお伝え申し上げたいと

考えてございます。 

○ぬかが和子委員 その上で、先ほどくじらい委員

も質問をされた公職選挙法上の見解ということで、

選挙管理委員会事務局長から答弁がありましたけ

れども、国会議員が載る必要性があったのかどう

なのかという点でいうと、あの羅列されているも

のを見ると、どう見ても、１人の、たった１人の

国会議員だけが載る必然性というのはなかったと

いうふうに思ってるんですが、総務部長、どうで

すか。 

○総務部長 先ほども申し上げたとおり、違和感が

ありますので、お１人だけが載るというのはいか

がなものかというふうに思います。 

○ぬかが和子委員 そうしますと、選挙管理委員会

事務局長、国会議員が載る必要があったとは言え

なかったということになると、それはどういうこ

とになりますか。 

○選選挙管理委員会事務局長 載る必要がなかった

ということであれば、載せた、要はそこが本来は

有料広告の扱いと同じような考え方に立つとすれ

ば、寄附を受けたという形になると思います。国

会議員側が寄附を受けたことが公職選挙法でどう

こうではなく、寄附をした側、した側が公職の候

補者である方であれば、公職の候補者は、有権者

に寄附をすることはできませんので、公職選挙法

に抵触する可能性があるということになっていく

ということで考えております。 

○ぬかが和子委員 そうすると、載せた本人のこと

というよりも、載せた当事者団体の代表者等がど

うなのかということも問われてくるということだ

と思うんですが。 
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○選挙管理委員会事務局長 掲載された国会議員の

方が、政治資金規正法に基づいてどう処理をする

のかとか、そういう関連ではあると思いますが、

足立区の選挙管理委員会事務局としては、政治資

金規正法はふだん取り扱ってませんので、コメン

トは差し控えさせていただきたいと思いますが、

寄附した側、公職の候補者という方は、先ほどの

繰り返しになりますが、有権者に寄附はできませ

んので、今回が寄附に該当するのであれば、公職

選挙法違反の可能性が高いと。問題は、寄附に該

当するかどうかというところと公職の候補者たる

方かどうかというところが問題だと思っておりま

す。 

○ぬかが和子委員 政治資金規正法の話は非常によ

く分かりましたし、それは本当にどう処理するの

かということも問われていくんだろうというふう

に思います。確かに、有料広告と同じような、こ

れがよくあるような、いろいろな団体の方々が記

念行事をやるときに、議長や全部の国会議員、場

合によっては全部の都議会議員に御挨拶をという、

これだったら分かるんですよね。そうではなかっ

たから問題があるわけで、それはこれからもちょ

っとチェックしていかなきゃいけないのかなと私

たちもと思いましたし、仮に、これ、生臭い話で

うわさだったりという部分はあるけれども、その

団体の代表の方が、一部には選挙に出るのではな

いかという声も出ているわけです。しかも、この

載った国会議員と同じ会派、党派からという話も、

うわさでは出ているわけですよ。もしそういうこ

とになったとしたら、それは公職選挙法に抵触す

る可能性が非常に大きいということになりますか。 

○選挙管理委員会事務局長 最終的に公職選挙法違

反かどうかは警察が判断することになっていきま

すけれども、仮に、この主催者側の一部の方が、

次の選挙、しかるべき選挙、どこかで立候補する

という話が正式に出てくれば、それは公職選挙法

違反の可能性があるということになっていくと思

っております。 

○加地まさなお委員 私も今、他の委員がいろいろ

と聞いていただいたので、そこは割愛させていた

だきますが、今のを聞いていると、まずは有料か

どうかと寄附かどうか、あとこれ団体に関わって

くるというのが分かったので、これも話で今確認

ができたので置いておきたいんですが、とはいえ、

これは今回あってはいけないことだと思っていて、

これも個人的な利用になっていて、有利に動くよ

うなことをするってことはいけないんですが、政

治、選挙活動に対しては、グレーゾーンが非常に

多い中で、判断は難しいというふうには分かって

いますので、もし今言われていたように、今後、

立候補する等がありましたら、警察と一緒にしっ

かりと対応していただきたいなというふうに思い

ます。 

  その話は置いておいて、そもそもこのトラスト

というのが、私は非常に大切な制度だと思ってま

す。民間の方が、やっぱり自分たちの思いを持っ

てプレゼンをして、お金を得て活動して、区のた

めに活躍してくれるという制度なので、これをも

ってして、なかなか全てを明確に切り分けていく

というのは難しいかなというふうに思ってるので

すが、その上で、今の話に戻りますけれども、ち

ょっと話が戻りますが、恣意的にやっていたのか

というそのヒアリングというのは、その団体にさ

れていたのかというところが重要かなというふう

に思います。その辺はされていますでしょうか。 

○まちづくり課長 恣意的かどうかというところに

つきましては、恣意的ではないのかなという印象

は持ってございます。私ども御報告を受けて謝罪

を受けたときに、やはり、大学、今、代表の方も

大学に在籍をされていたりだとかして、まだ社会
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的な経験があまりないというようなお話もされて

いました。その中で今回の件に至ってしまったと

いうことでございましたので、そういうような経

過だったのかなあというところでの認識でござい

ます。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。さっ

きの話なのですけれども、民間の方がやっている

ので、今、私たちは、ある程度知識がある中で話

をしていますが、民間の方はほとんど分からない

ですよね。その上で、今回このような問題が起き

たときには、しっかりと裏付けというか、確認は

最低限、印象ではなくて、していただいて、どう

いうふうに答えたのかというのは、ちゃんと議事

録等で取っておくとか、そういったことが必要だ

と思いますので、そこは要望させていただきます。 

  その上で、民間の方が分からない中で、これを

ジャッジするのに、やっぱり区側の責任とまでは

言いませんが、対応が求められてくると思います。

今回は分かりやすかったのでいいんですけれども、

特定の政党や候補者を応援するイベントだったら、

今みたいになりますが、公平性の観点とかも含め

て、例えば、この内容が、憲法や環境問題、特定

の社会課題に関する学習会、講演会、主催者の意

図とか、資料の書き方によっては見えてこないと

ころがあると思います。それを今回と同じように、

これがいいのか悪いのかという判断をするという

のは、区民側も難しいですし、行政側も難しいと

思います。なので、ただ一応いろいろな例がある

と思いますので、この申請も含めて、いろいろ内

容が分かっているので、そういったものを一度こ

の今ＤＸが進んでいる中で、ある程度のＱ＆Ａで

はないですけれども、これはどのゾーンに入りま

すか、グレーゾーンに入りますよというぐらいは

洗い出しができるのではないかなと思うんですけ

れども、いかがでしょうか。 

○総務課長 どういったふうなことができるかとい

うところ、それが審査のときにどのように役立て

られそうかというところは、今後検討してみたい

と思います。 

○加地まさなお委員 デジタル化が進んでいるので、

全国の事例とかもきっと調べればある程度出てく

ると思います。資料に、弁護士と相談しながら、

基準を整備していくというふうにありますが、全

てを一々リーガルチェック掛けていくというのも

なかなか大変なので、リーガルチェックを掛ける

前に、ある程度の全国の判例とかそういう内容、

同じ似たような問題があったことを調べて、区の

中で、是非、事例をつくって、Ｑ＆Ａ、ガイドラ

インというのですか、区のガイドラインをつくっ

ていただいて、その中にトラストから出てきた申

請書、内容等を打ち込んで判断してもらうという

ことをすると、少し手間も省けるのかなというふ

うに思いますので、その点を要望させていただい

て、私は、このトラスト自体はもう大賛成な政策

だと思ってますので、進めていっていただきたい

と思います。 

  以上です。 

○吉田こうじ委員 今、種々議論がありましたけれ

ども、ちょっと目線を変えて、区民の目線でいう

と、政治的活動ってどういうことなのかとか、先

ほど、社会での経験の浅いであろうというふうな

お話もありましたけれども、政治的活動であると

か、政治的な中立性、公平性って一体何なのだろ

うというのは、非常にそれぞれで考えの違うとこ

ろでもありますし、また、その１つ１つ、例えば

補助金をもらっているのか、協賛をしているのか、

今回のトラストのような形で、区から支援を受け

ているのかによっても、政治的公平性とか政治的

活動という考え方ってそれぞれだと思うんですけ

れども、我々は議員ですので、いつも政務活動費
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を使って、例えば、通信を発行するような場合で

も、非常に区の施策を説明するというのは、一概

に政治的活動ではないと。例えば、区長も、政策

を区長がお話をされる場合には、政治的活動に当

たらないというふうに一般的には言われてるわけ

ですけれども、その辺の感覚というのは、やはり

区役所の職員の皆さんと我々議員と、それから、

一般の区民の皆さんが、区民の活動として行う場

合の公平性というのを私は理解できてないという

部分は多いと思うんです。それぞれ今ここにいら

っしゃる皆さんも、そこに関する考え方って意外

とそれぞれなのではないかなというふうにも思う

ところがありますので、これは具体的に、やはり

先ほどお話ししたように、チラシ、印刷物を作る

際はこうしてほしいとか、より具体的に区民の皆

さんに分かるような形でのルールづくりを進めて

いく必要があるのではないかなと思うんですけれ

ども、その辺は議論はされておられますでしょう

か。 

○総務課長 今、お話が各委員からありましたよう

な、区民にとっても分かりやすいという点では、

まだいろいろと検討の余地というのがあるかと思

いますので、各委員からお話のあったチェック体

制とかも含めて、どういった形で区民に分かりや

すくお知らせできるかは、改めて検討してまいり

たいと思います。 

○吉田こうじ委員 決して悪気があってやったこと

ではないというふうには信じたいのですけれども、

悪気というのがどういう意味をするか別としまし

ても、やはり、一旦区民の目線に立った上でのル

ールづくりをしないと、ここに関しては、よく理

解していただけないようなルールをつくったとし

ても、私は何の意味もないと思います。御自身で

チェックをしてくださいといったって、自分でこ

れは政治的活動ではないと思ってチェックをすれ

ば、それはそれで通っていっちゃう話だと思いま

すので、そこはやはり具体的に進めていただきた

いというのが１つ、要望としてはございます。 

  それからもう１点、このまちづくりというのを

扱っていらっしゃるいろいろな団体は、１つのこ

とに関しては、区の補助金を受けて進めるけれど

も、ほかの部分に関しては、区とは正反対の考え

を持っていらっしゃる団体もいらっしゃるかもし

れないのです。そういう団体が、一律に１つのチ

ラシの中で、区から助成をもらって進めておりま

すということを載せてたりとか、区のこういうと

ころには反対してますというところを載せてたり

というのも見られたりしたときに、ではどうする

のかとか、そういう具体的に、このまちづくりっ

てすごく難しくて、この部分に関しては区として

は助成はしてますけれども、この部分は区が進め

ようとしているところは別ですので、このチラシ

には一切載せないでくださいというようなことま

で踏み込んだ、私はルールづくりも必要なのでは

ないかなというふうに思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○総務課長 そういったことも含めたルールづくり

というところも含めて、どういった形がより分か

りやすくというか、最善の形になるかというのは、

もろもろ検討してまいりたいと思います。 

○吉田こうじ委員 決して区民の活動を止めようと

か、邪魔しようとかということではなくて、やは

り税金を使っての助成であったり、支援であった

りというふうに思いますので、そこはきちっと立

て分けて考えてくださいということをしっかりと

その団体の皆さんにも理解していただいた上で、

そういったにぎわいをつくっていったりとか、ま

ちづくりの、そのまちをよくしたいという気持ち

は、その方々にはたくさんあるわけですから、そ

の辺を潰したりするような考えではないルールを
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つくっていっていただきたいなというふうにも思

いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○いいくら昭二委員 私も二、三、質問させてくだ

さい。 

  今回のケース、今までの議論を聞いておりまし

ても、今回は過去にこういうことはなかったとい

うことで、政治的公平性ということもそうなので

すけれども、個別事案的な話になってくるのかな

なんて私自身は基本的にはこういうことは過去に

なかったという話も聞いております。 

  その中において、ちょっと確認なのですけれど

も、この団体は、先ほどから団体の話が出てるん

ですけれども、今回のトラストが初めての申込み

をしてなったのか、それとも、ほかにも補助金と

か助成金を出して、そういうことをやって、その

経緯、当然過去の履歴見てると思うので、その点

はどうなのでしょうか。 

○まちづくり課長 当該団体につきましては、トラ

ストについては、令和６年から助成をしておりま

すので、今回２回目でございます。トラストに関

しては２回目ということでございますが、前回に

ついては、こういう事例はなかったというところ

でございます。 

○いいくら昭二委員 そうしますと、先ほどの社会

的に不慣れというような話があって、ちょっとそ

うも何か行かないのではないのかなと。２度目、

初めてだったら当然に分かるんですけれども、そ

の点というと、故意と言っていいのか分からない

んですけれども、そういうこともちょっと考えな

くてはいけないのかななんていう★★はあるんで

すが、区はどのような形で考えてるんですか。 

○まちづくり課長 ２回目ではございますけれども、

先ほど御答弁をさせていただきましたが、なかな

か社会経験としてはまだ浅いというようなところ

だったのかなというような認識でございます。 

○いいくら昭二委員 そんなこと言ったら、何回だ

って社会★★という話になる。もう少し真面目な

答弁をお願いしたいと思うんですけれども、総務

部長、どうですか。 

○総務部長 確かに不慣れなところとか、初めての

申請の方はいらっしゃるかと思いますが、やはり

そこは申請のときに、こちらの要件というのをき

ちんと理解していただくということが非常に重要

だと思います。また、公平性とか、政治的に中立、

そういったところは、公がバックでやるときには、

もう必然として求められること、このことをきち

んと伝えていくことが必要かと思います。 

○いいくら昭二委員 ２度目だったらなおさらだと

思ってるんですけれども。そもそもこのトラスト

なのですけれども、当初、私も議員２０年もやっ

ててあれなのですけれども、初めの頃は、トラス

ト申込みするんだけれども、うまくなかなか引っ

かからないということで、何か改善してもらいた

いというそういう話で、もう少し垣根を低くして、

使い勝手がよい、皆さんが本当にこのトラストの

資金を使って、まちづくりという思いで、いっと

きそのような。それで、今、大分使いやすくなっ

たという経緯があると思うんですけれども、ただ

し、垣根を低くすると、このようなケースが出て

くるという話になってくると思うんですけれども、

その当時をよく知ってる工藤副区長、それの何か、

いいこともあったんですが、こういうこともあっ

たということで、今後何か考えていくことって何

かあるんですか。 

○副区長 トラスト、ソフト事業も、実際に申請で

きるようになりましたので、確かにいろいろ範囲

は広がってます。ただ、審査する段階で、やはり

かなり厳しい状況ですので、必ずしも使い勝手が

いいかというと、そういう状況にはまだなってい
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ないというところがありますので、ちょっと審査

委員の方とまず議論をして、どういう形で進めて

いけばいいのかというのも進めていきたいと思い

ます。 

  それと、口頭でこういう政治的中立を求めなさ

いよといっても分からないと思うんです。ですか

ら、具体例を示して、こういうことは駄目ですよ

というのを事前に申請のときに提示するというの

は重要だと思いますので、その記載についても、

これから少し考えていきたいと思います。 

○いいくら昭二委員 私言おうかなと思ったんです

けれども、具体的に政治的中立という、写真を載

せちゃいけないとか、そういうこともないと、先

ほど言われたように、社会的にということなので

すけれども、分からないのではないのかなという

部分において、やはり大切なお金になりますから、

本当に微に細に教えていかなくちゃいけないのか

なと。２度目だから３度目だからということでは

なくて、そういう部分も要望をしていきたいと思

っているんですけれど、最後なのですけれども、

区の方針として、今後、先ほど法的な話も出たん

ですけれども、弁護士と相談しながらということ

で、基準等を整備していくということで、この法

的チェックという部分は、区はどのような形で考

えていくんでしょうか。 

○総務課長 １例としましては、昨年度に、今、後

援の要綱については、一度リーガルチェックをし

ていただきまして、いろいろヒアリングをするこ

とができるであるとか、法令に違反していないと

か、幾つかの規定を追加したということがござい

ます。そういった全体の条項などのチェックも含

めて、必要に応じて、また今後、弁護士の活用は

したいかなと考えております。 

○吉岡茂委員長 他に質疑よろしいでしょうか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○くじらい実委員 しっかり区としてチェック機能

を果たしていくというのが一番大事なのかなと思

いますので、今回新規付託ということで継続でお

願いします。 

○いいくら昭二委員 公明党といたしましても、い

ろいろ議論させていただきまして、しっかりと区

の対応を見ていきたいと思いますので、また議論

もしていきたいと思いますので、継続ということ

です。 

○ぬかが和子委員 今回の問題というのは、このま

ちづくりトラストで補助金を受けた、そして、そ

の補助金を使って作ったパンフレットの中に、大

写しに特定の次も立候補するであろう現職の国会

議員が掲載されていたというところに最大の問題

があって、このイベント自体が政治的中立性を損

なうものではなかったわけですよ。そういう点で

いうと、先ほど来、政治的な中立性について、チ

ェックとか踏み込んだルールづくりとか、いろい

ろそういう議論がありますけれども、副区長が言

うとおり、公が支援してるものが中立、つまり後

援を受ける者が、中立というか、何か政治的にあ

れしてるというのは駄目だよとかというのは当然

だと思うんですよ。だけれども、ここの説明資料

にも書かれているように、一方で、公の施設を使

うことについてとか、差別的な取扱いは、不当な

差別はしてはいけないとか、それぞれの区民の活

動の自由という側面もあるわけです。だから、こ

の陳情をきっかけにして、区民の活動の自由とい

う部分を絶対縛ってはいけないというふうに私は

思ってるんです。実際に、例えば、平和の活動で

展示をしようとしていたら、自主規制のようにチ

ェックを受けたとか、そういう思いをした方もい

らっしゃって、そういうことを考えると、やっぱ
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り行き過ぎた、市民活動、区民の幅広い活動への

規制ではなくて、今回あったような事案を絶対に

起こさせないという立場でしっかりやっていく必

要があるだろうというふうに思っています。引き

続き議論をする必要があると思ってますので、こ

れは私も継続でお願いします。 

○加地まさなお委員 もう今回ので、いろいろな問

題点も分かってきて、ただ本当に、いろいろな視

点を考えれば、大切な税金という、さっき吉田委

員の発言もありましたので、これをしっかりと区

でも確認をして、それを何に使うかというところ

と、やっぱり区民の皆さんがやりたいことを後押

しするという方面もありますし、公職選挙法も絡

んでくると。非常に難しい案件ですので、まだま

だ議論が進まない中で、今回はガイドラインをつ

くったりとか、チェック機構、チェック機関の前

にもう１個チェックをつくるとか、その辺ももっ

と詰めていかなきゃいけないと思いますので、継

続でお願いします。 

○佐藤あい委員 工藤副区長もおっしゃられており

ましたけれども、ルールで記載を幾らしても、区

民の方には分からない部分、難しい部分というの

もあると思いますし、個々での判断の違いという

のもあるかと思います。なので、ルールの見直し

というのももちろんですけれども、やはり最終的

にはチェックをして、これが駄目なんだとかとい

うところをしっかりと伝えられるような体制づく

りというのを求めたいと思います。まだ議論も必

要かと思いますので、継続でお願いいたします。 

○吉岡茂委員長 それではこれより採決をいたしま

す。 

  本件は、継続審査することに御異議ありません

か。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 御異議ないと認め、継続審査と決

定いたしました。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 

[執行機関一部退席] 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 次に、所管事務の調査を議題とい

たします。 

  （１）ＤＸ推進に関する調査についてを単独議

題といたします。 

  何か質疑等はございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 質疑なしと認めます。 

  続きまして、（２）令和８年度地方都市行政調

査についてを議題といたします。 

  本件につきましては、別紙のとおり、希望する

調査事項並びに調査都市についての提案がありま

した。 

  最終的な決定につきましては、受入れ先の都市

の都合等もございますので、正副委員長に御一任

いただきたいと思いますので、御了承願います。 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 次に、報告事項を議題といたしま

す。 

  （１）から（３）、以上３件を政策経営部長か

ら、（４）、（５）、以上２件をあだち未来創造

室長から、（６）、以上１件を総務部長から、（７）

から（１２）、以上６件を資産活用部長から、（１

３）、以上１件を施設営繕部長からそれぞれ報告

を願います。 

  まず初めに、政策経営部長からの報告を求めま

す。 
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○政策経営部長 それでは、総務委員会の報告資料、

政策経営部の資料２ページをお開きください。 

  まず１件目の案件でございます。 

  転出入アンケート調査の実施についてというこ

とで、２０代から３０代の転入超過など、区の人

口動向の変化を受けまして、その要因を分析する

ためにアンケートを実施するものでございます。

その上で、区として優先的に取り組むべき支援策

を見極め、具体的な政策展開につなげていくとい

う考えでございます。 

  項番２に、調査の項目を記載してございます。

詳細は別添でお付けしておりまして、転出入のき

っかけ、また、転入先として足立区を選んだ理由、

暮らしに対する評価など、それぞれ全２５問ずつ、

調査項目を設けております。 

  調査の概要は記載のとおりでございますが、日

本国籍を有する２０代から４０代の転入された方

４，０００世帯、転出された方３，０００世帯、

計７，０００世帯を対象にインターネットで実施

するものでございます。委託にて実施を予定して

おりまして、受託事業者は（３）に記載のとおり

でございます。 

  ３ページ、その他のところにございますが、こ

のアンケート調査の結果を受けまして、年代や転

入元など、属性を考慮した上で、転入に至った経

緯など、転入者２０名程度でインタビュー調査を

実施することを今考えております。 

  項番４にスケジュールをお示ししております。

９月から１０月でアンケートの実施、１２月には

インタビュー調査を実施という予定でございます。 

  続きまして、４ページをお開きください。 

  外国人との共生に関するＰＴの進捗状況でござ

います。 

  大きく２点ございます。 

  まず１点目、多言語案内動画、こちらは３月２

５日から外国人転入者を対象に、手続の待ち時間

で御覧いただくことを想定して作ったものでござ

います。税や国保、年金、介護、ごみ出し、防災

と６つのテーマで１１言語で御案内をしておりま

す。 

  （５）のところに動画の視聴回数をお載せして

おります。６月末までの約３か月間で２，６９３

回の視聴がございました。直近７月末現在、この

４か月間では、記載はございませんが、２，９３

９回となっております。テーマ別に見ますと、ご

み出しや税金が多くなっております。 

  ５ページでございます。 

  この周知でございますが、戸籍住民課や区民事

務所の転入窓口、また、チラシの配布として、地

域調整課での窓口や都営住宅等の新規入居時にチ

ラシを配布していただくようにお願いをしており

ます。また、介護保険課等の窓口や日本語ボラン

ティア教室、それから、ごみ出しの排出指導時で

も配布をしているものでございます。今後、国保

だよりなど、次回発行時には、動画へ誘導するよ

うな二次元コードの掲載も検討しております。 

  ２点目でございます。 

  戸籍住民課の窓口での取組としまして、対面業

務専用翻訳機の導入を検討をしております。こち

ら、５ページの下の方に写真をお載せしておりま

すが、写真のようなデモ機で試行運用を行った結

果でございます。現状、タブレット式の翻訳機を

使っておりますけれども、受渡しをそれぞれ行い

ながら会話をしておりまして、それに時間を要す

ることと会話のテンポが途切れてしまって意思が

伝わりにくいという課題がございました。今回の

この対面業務専用翻訳機ですと、職員側と来庁者

側それぞれにディスプレーがございまして、リア

ルタイムで翻訳が字幕表示されますので、視覚的

にも理解しやすいというメリットがございます。 
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  ６ページをお開きください。 

  デモ機を試行運用した職員からは、申請書の記

入や入力作業をしながらでも使えるということ、

また、表示された翻訳を見ながら会話できるので、

理解が得やすいというような感想をいただいてお

ります。 

  項番３、今後の方針でございますが、まずは戸

籍住民課の導入を検討しまして、その効果を踏ま

えまして、他部署での展開を視野に入れてまいり

ます。また、ＰＴで全庁共有を図りまして、必要

な施策を今後も検討してまいります。 

  続いて、７ページでございます。 

  東京アプリの活用促進に向けたスマートフォン

操作支援の実施状況でございます。 

  項番１の表の中に、各支援メニューをおまとめ

しております。都事業や通信キャリアでの講座、

また、区のプレミアム商品券のサポート窓口での

操作支援というものも、今、予定をしているとこ

ろでございます。 

  ８ページに地図をお載せして、区内全域ででき

るようにということで考えております。 

  なお、令和９年度以降につきましても、区が直

接委託するようなことができないか、スマホ教室

の開催ができないかというところで、現在検討し

ているところでございます。 

  詳細は、８ページの項番２、３等でお示しをし

ております。８ページの（１）のところですが、

東京都の無料スマホ教室につきましては、その終

了後に、区の職員による東京アプリの登録サポー

トを実施しております。また、通信キャリアが実

施するスマホ教室でございますが、９ページにご

ざいますように、先行して、ソフトバンク株式会

社と７月３１日からの協定を締結したところでご

ざいます。現在、その他のキャリアとも締結に向

けて調整をしているところでございます。 

  最後１１ページでございます。 

  項番４、周知啓発についてでございますが、こ

ちらの今回対象としてる方は、スマホの操作に不

慣れな方ということで、広報紙やチラシの配布、

デジタルサイネージ等で周知をしているところで

ございます。 

  私からは以上でございます。 

○吉岡茂委員長 次に、あだち未来創造室長からの

報告を求めます。 

○あだち未来創造室長 恐れ入ります、政策経営部

資料の１２ページをお開きください。 

  本日２点ございます。 

  まず、あやセンターぐるぐるの運営についてで

ございます。 

  概要１でございますが、あやセンターぐるぐる

なのですけれども、令和９年度末に、賃貸借の契

約と現在の委託契約、それぞれ末をもって終了い

たします。また、今年度末に、ＪＲ東日本より賃

貸借契約をどうするか問合せが来るということが

想定されますので、現時点の区の考え方を御報告

させていただくものでございます。 

  項番２でございます。区の方針（案）でござい

ますが、これからポイントを幾つか御説明させて

いただきますけれども、現状の運営状況を考えま

すと、継続した運営が必要であるというのが現在

の考えでございます。今後その方向で調整してま

いりたいと考えてございます。 

  続きまして、主な成果でございますが、件数に

ついては記載のとおりでございます。一定の件数

と一定の実現数が保たれてるのかなというふうに

考えてございます。また、新たに行動を始める人

もおりますし、またその方々が、これから始める

方へのアドバイスを行うなど、当初見られなかっ

たことも起こっておりますので、あやセンターぐ

るぐるとして成長しているのではないかという考
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えでございます。また、記載のターゲットも、１

０代から４０代ということで、役所になかなか遠

い方も来ていただいてるところも、成果なのかな

と考えてございます。 

  少し飛びます。 

  新たに見えてきたことでございますけれども、

最初は、やってみたいという方が何かやるという

のがきっかけでしたけれども、最近テーマを持っ

た交流、皆さんの交流をするという相談も増えて

おります。また、やる気のある方が使ってるとい

うイメージがありますけれども、なかなか自分の

中で実は課題があって、そういった課題を克服す

るようなイベント企画も増えてございます。 

  そういったところで、今後の方針でございます

が、今お話ししたことも含めて、令和８年度末の

賃貸借契約のタイミングに合わせて、運営面、費

用面、また将来的なことも含めて検討してまいり

ますので、また改めて報告をさせていただきます。 

  続きまして、１４ページでございます。 

  たけのつカー＆パークの運営状況でございます。 

  これも、実績については記載のとおりでござい

ますが、利用者数、７月２６日まで６，０００名

を超える方に利用していただいてございます。 

  通常の営業ですけれども、平日、休日とも、か

なりの人数、使っていただきまして、総体的にい

ろいろな方の居場所になっているのかなというふ

うに感じてございます。 

  １５ページですけれども、これまで実現した企

画については記載のとおりでございます。規模の

大小はございますけれども、いろいろな方のやっ

てみたいことに寄与できているのかなというふう

に考えてございます。 

  最後の１６ページでございます。 

  見えてきた課題ですけれども、まずは環境面で

す。屋外であることから、やっぱり暑い、これか

ら多分寒くなってくると思うんですけれども、ま

た鳥ですね、ハトですとか害虫、あと明るさ、そ

ういった課題が幾つか見えてます。こういったと

ころは、順次、現在も含めて対応しているところ

でございます。 

  また、利用が多いということもあって、トレー

ラーハウスとキッチンハウスの利用が結構高くて、

なかなか事務室が確保できないですとか、そうい

った課題も見えてございます。 

  運営でございますが、１つ大きいのは、音出し

でございます。この間、３件苦情がございまして、

企画、イベントをそこで中断する、中止すること

がございました。今後も含めて考えますと、当面

の間、大きい音が出る企画は実施しない方向で進

めてまいりたいと考えてございます。 

  最後、４番目に書いてありますけれども、定期

的な利用の御要望がございます。時間外というこ

となのですけれども、これまでいろいろな方に使

っていただきたいということで受け付けないとい

うことで御答弁させていただいてますけれども、

今後もその方向ではあるんですけれども、現在、

施設の目的ですとか、継続の整合性、利用目的の

整合性、そういったところを精査中でございます。

こういったところも含めて、改めて御報告させて

いただきながら、たけのつカー＆パーク運営して

まいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○吉岡茂委員長 続きまして、（６）につきまして、

総務部長からの報告を求めます。 

○総務部長 それでは、総務部の資料の２ページを

お開きください。 

  ハラスメントのアンケートの実施結果について

でございます。 

  こちらにつきましては、対象者７，４００名ほ

どおりますけれども、回答率２９．０％というこ
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とで、結果が出ております。 

  結果、内容でございますが、３ページを御覧く

ださい。 

  中ほどの円グラフになりますが、まずパワハラ

を受けたと回答した者の割合が１７．１％となっ

ております。詳しい内容は、以下のとおりですが、

上位職層から受けたということが４ページで記載

をさせていただいております。 

  次に、５ページになります。 

  セクハラを受けたと回答した職員、こちらは、

全体回答数の２．１％となっております。これも

上位職層からのものということになっております。 

  ６ページを御覧ください。 

  こちらマタハラでございます。全体の母数が少

なくはなりますけれども、１．３％の者が受けた

ということになってございます。 

  それから、７ページでございます。 

  カスタマーハラスメントを受けたという者につ

いては、１９．４％と、こちらは高くなってござ

います。こちらについては、行為者について、７

ページの下になりますけれども、区民、保護者が

約８割を占めるという状況となっております。 

  ハラスメントの声を受けた際の相談について、

８ページの下のところになりますが、こちらは、

半数以上は誰かしらに相談をしているという状況

が分かりました。また、相談先については、同僚

や直属の上司が上位を占めているというのが、９

ページに記載させていただいております。 

  その下、中ほどになりますが、相談を行った後

の結果については、８割以上の方が、解決や心理

的サポートを得られたと回答しているところでご

ざいます。ただ一方で、その下になりますが、相

談しても変わらないというようなことを理由に、

相談がなかなかできないでいる状況も一部あると

いうことも分かりました。 

  １０ページになりますが、職場におけるハラス

メントの防止に関する宣言というポスターのよう

なものを各職場の管理職の近くに貼るようにとい

うことを指示していますけれども、こちら、認識

は５５．２％でございました。まだまだ認識が足

りないというふうに考えております。 

  また、１０ページの下のところ、ハラスメント

の防止には効果があるかというところも、いま１

つの数字となっておりますので、今後、また工夫

が必要かと考えております。 

  １１ページになります。 

  ハラスメントの相談窓口の認知については、相

談窓口自体の認知は７４．８％、そして、一番下

になりますが、緑のヘルプカードというのを職員

全員に配っておりますけれども、そちらの効果が

一定数あるなというふうに結果が出ているところ

でございます。 

  １２ページに、今後針を記載をさせていただき

ました。 

  アンケート調査については、３年に１回程度行

い、相談窓口の周知徹底、それから、研修・啓発

について記載のとおり進めていきたいと考えてお

ります。 

  私からは以上でございます。 

○吉岡茂委員長 次に、（７）から（１２）を資産

活用部長から報告をお願いいたします。 

○資産活用部長 よろしくお願いいたします。資産

活用部資料の２ページをお願いいたします。 

  １点目は、令和６年度決算附属書類の誤りにつ

いてでございます。 

  令和７年の作業を進めるに当たり、令和６年度

の財産に関する調書に誤りが判明しましたので、

この場を借りましておわびをさせていただきます。

大変申し訳ございませんでした。 

  本日は、その内容と今後の方針について御報告
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させていただきます。 

  まず、原因でございますが、鹿浜の災害備蓄倉

庫の分筆に伴い、このような誤入力が発生してし

まいましたというところでございます。 

  ３ページには、用途廃止処理内容の誤りと正し

いものを表に示させていただいております。１億

円多く減額を入力、１億円多く増額を入力という

ことが原因でございます。 

  （２）でございます。財産に関する調査への影

響でございますが、こちらにつきましても、表に

示してございますとおり、誤りが３ページの下、

４ページに行っていただきまして、４ページの上

段につきましては、これが正しい数値ということ

になっておるところでございます。 

  ３でございます。令和７年度の決算附属書類の

対応でございますが、正確な数値を令和７年度の

附属書類に記載をさせていただいて、今後決算特

別委員会で御審議いただければというふうに思っ

ております。 

  再発防止政策につきましては、３点です。 

  システムの改修、確実な照合、それから、ＩＴ

の活用ということを今考えており、もう既に対応

しているところでございます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  足立区立鋸南自然の家の跡地に関する取組につ

いてでございます。 

  令和８年度第２回定例会において廃止が決定さ

れたということの中で、今後の取組について御報

告でございます。 

  まず、物件情報については、表に記載のとおり

でございますが、敷地が約９万７，０００平米ご

ざいまして、そのうち区有地が約７万平米、借地

が２万７，０００平米ということで、借地も含ん

だ中で、この施設は存在してるところであります。 

  施設、建築年月日については、記載のとおりで

ございまして、６ページにお進みください。 

  これまでの取組といたしまして、庁内利活用希

望調査をさせていただいたところでございます。

議決がされた場合を想定してということで、先行

してやらせていただきました。結果につきまして

は、（３）でございますが、庁内利活用の希望は

なしということでございます。 

  課題でございます。３番の課題でございますが、

（１）につきましては、休館、閉館、廃止後も維

持管理費が掛かるというところを課題として挙げ

させていただいております。 

  ２点目につきましては、区から地権者が借りて

いる土地の賃貸借契約の解除についても★★とい

うことで課題として挙げさせていただいておりま

す。 

  ４の今後針でございますが、借地への対応とい

うことで、契約解除に向けた手続を丁寧に借地人

さんとさせていただきたいと思っております。 

  ２つ目が、既存の土地建物への対応ということ

で、今後は、売却（建物つき土地譲渡）も含め、

利活用を検討していきたいと考えております。 

  ５の今後のスケジュールでございますが、まず

は、鋸南町へ当該施設の利活用希望についての文

書照会を行いたいと考えております。 

  ７ページでございます。 

  西新井駅西口公社保有地における一般競争入札

の実施についてということでございまして、現在、

駐車場を御利用いただいている契約が１１月で切

れるために、延長のため、再入札をさせていただ

くという報告でございます。 

  物件については記載のとおりでございまして、

契約期間については、令和８年１２月１日から令

和１２年１０月３１日ということで予定している

ところでございます。 

  ８ページ目は、入札スケジュールを記載させて



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １８  

 

いただいておるところでございます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  旧鹿浜西小学校の跡地のスーパーマーケットに

ついてということでございまして、令和８年３月

に、鹿西テラスということでベルクスが開店して

おりましたが、開店時に入居がなかった部分のテ

ナントが決定いたしましたので、今回報告させて

いただきます。 

  入居テナントについては、表に記載のとおり、

３件ということになっております。開業予定日が

１０月１日ということで、情報をいただいている

ところでございます。 

  続きまして、１１ページをお願いいたします。 

  旧北鹿浜小学校跡地の進捗についてでございま

す。 

  活用については、令和６年１２月に文教施設又

は研究施設の誘致を図るために公募を実施しまし

たが、残念ながら応募がなく、選定を見送りにな

った状況でございます。その後、令和７年４月１

日から、文部科学省によるみんなの廃校プロジェ

クトに登録し、事業者を募っているところでござ

います。 

  登録後の対応結果につきましては、表に記載し

ておるとおりでございまして、問合せ７６件、活

用の可能性が見込める事業者が７件ということで、

現在進めておるところでございます。 

  （２）の活用方針でございますが、引き続き、

文教施設又は研究施設の用途においてということ

で、以下３点の活用方針を定めて進めてまいりた

いと思っております。 

  （３）でございますが、今後の予定につきまし

ては、これからも事業所のヒアリングを継続して

いきながら、令和８年秋以降の公募開始に向けて

準備を進めているところでございます。 

  恐れ入ります、１３ページをお願いいたします。 

  公共施設マネジメントに関する職員意識調査の

実施結果についてでございます。 

  職員に向けた意識啓発を図るために実施してお

るものの御報告でございます。実施の目的、実施

期間・実施方針、対象者・回答者数、主な役割に

ついては記載のとおりでございまして、１４ペー

ジに行っていただきまして、調査結果又は前回の

調査結果につきましては、１５ページ、１６ペー

ジの表に記載をさせていただいておりますので、

御覧いただきたいと思います。 

  今後の方針といたしましても、毎年継続してア

ンケート意向調査を行いながら、認知度を高めて

いく努力をさせていただきたいと考えておるとこ

ろでございます。 

  私からの報告は以上でございます 

○吉岡茂委員長 次に、（１３）を施設営繕部長か

ら報告をお願いいたします。 

○施設営繕部長 施設営繕部の報告資料の２ページ

をお願いいたします。 

  追加報告となります。本庁舎北館大規模改修工

事に伴うアスベスト漏えいについてでございます。 

  この度、本件事故を生じさせたことを重く受け

止めおわび申し上げます。大変申し訳ございませ

んでした。 

  今回の経緯を項番１に記載しております。アス

ベストの撤去に当たりましては、空気濃度の測定

を実施しており、５月１８日の初回の測定以降、

６日以内ごとに測定を実施し、結果は全て基準値

である大気１ℓ当たりアスベスト繊維の数は１本

未満となっておりました。 

  ８月５日になりまして、前日の４日に採取した

検体から基準値を超える２７本の繊維状物質が確

認されましたので、直ちに作業を中止し、詳細な

分析の実施を依頼いたしました。 

  その分析結果につきましては、８月７日に報告
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がございまして、２３本のアスベストが含まれて

いたことが判明いたしました。 

  これを受け、漏えい箇所と推定されるホースや

フィルターの交換と排気口付近の清掃を実施して

おります。 

  ８月１０日には、清掃作業後の確認として、再

度の濃度測定を実施し、基準値未満であることを

確認しております。 

  項番２の排出場所ですが、作業室内の空気を外

部へ送るホース８本の末端が３階の南西向きのバ

ルコニー外壁に取り付けられております。この排

気口を含めて、建物に２か所、敷地内に４か所、

計６か所で測定しておりますが、ほかの５か所で

は基準値未満の結果となっております。 

  項番３の漏えい期間は、８月４日のその前の測

定日となる７月２９日から作業を中止した８月５

日までの最大６日間となります。 

  ３ページ、項番４の原因につきましては、現時

点で詳細は確定できておりません。 

  項番５は、記載のとおり周知に努めております。 

  項番６は、中部地区建設課を相談窓口といたし

まして、不安を感じられる方々から御相談が寄せ

られましたら、保健所や病院を御案内してまいり

ます。コールセンターにおきましても、同様の対

応を行います。 

  項番７の今後針ですが、本日実施いたします再

測定の結果を踏まえ、安全が確認できましたら作

業を再開することとし、改めて安全確保に努めな

がら、毎日の濃度測定を実施してまいります。 

  私からは以上でございます。 

○吉岡茂委員長 それでは質疑応答願いたいと思い

ます。 

  何か質疑はございますか。 

○くじらい実委員 私の方から大きく３点お聞きを

したいのですが、まず、政策経営部からで、転出

入者のアンケート調査の実施についてなのですけ

れども、今回アンケート総数として７，０００世

帯ということで御説明があったんですが、この７，

０００世帯のうち、どれくらいの返答率を見込ん

でいらっしゃるんでしょうか。 

○政策経営課長 転入者４，０００、提出者３，０

００で、それぞれ、回答率３０％を今見込んでお

ります。 

○くじらい実委員 アンケートって、やってくれる

方はやってくれんでしょうけれども、ちょっと面

倒くさいよという方もいらっしゃるかなと思うん

ですけれども、これ、アンケートに答えることに

よって、何か答えていただいた方にメリットとい

うか、何かプレゼントではないですけれども、そ

ういうのは何かあるんですか。 

○政策経営課長 今回、特に何かこうそういったも

のは御用意しておりません。 

○くじらい実委員 これによって、アンケートに答

えた方が何かプラスになるかなというと、これな

かなか答えてくれたからというのは難しいかなと

思うんですけれども、やっぱりできるだけ簡潔に

短くというのが一番答えやすいのかなという中で、

いろいろこのアンケートの中身を出していただい

て、１つちょっと気になったのが、転入者のアン

ケートの１５番のところで、東京都内にお住まい

を探す、転居先として東京都内というところが、

２つ、１５、１６であるんですけれども、これ、

足立区ではなくて、まず東京都内という設問を設

定したことについては、何か理由があるんでしょ

うか。 

○政策経営課長 前回、令和３年にアンケートをや

ったときには、足立区から区外に出てる、特に埼

玉県とか千葉にまず出ていってるという現状があ

った。そこを踏まえてという観点が１つです。あ

と、事前に少しデータを見ていく中では、都心区
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から足立区に来ているというところで、そのとき

に、東京都内であることに一定程度のこだわりと

いいますか、そういったものがあったのかどうか

というのをまず聞いた上で、かつ、その中でも足

立区を選んだというところに深掘りして聞いてい

きたいという、そういった意図から、問１５でこ

ういうふうな形で聞いているというところでござ

います。 

○くじらい実委員 都内へのこだわりということに

なって、東京都に来たという理由を聞いたときに、

何かそれがプラスに働く、このアンケート結果に

よって。どう生かされるんでしょうか。 

○政策経営課長 足立区が単純に選ばれたというだ

けではなくて、東京都として様々な施策を打って

いる、特に保育園の第一子無償化ですとか、ああ

いったところが大きく寄与して、足立区以外の市

においても、かなり他県からの流入があるという

ような、そういった報道も見ておりますので、そ

ういった点も踏まえて、こういったちょっと説明

を入れさせていただいてるところでございます。 

○くじらい実委員 せっかくアンケートを取ってい

ただくので、これが当然、今後の政策にしっかり

つながっていくような取り方をして、本当は３

０％以上取ってもらいたいなというのはあります

けれども、そこの辺をしっかり取っていただきた

いなと思いますのでよろしくお願いします。 

  それと、もう１つ政策経営部で、たけのつカー

＆パークの運営状況の御説明がありましたので、

そちらについてお聞きしたいんですけれども、そ

ちらの高架下、４月１４日から開設して、イベン

トもいろいろやっていただいてると思います。行

くと、やっぱり人が結構集まってるなという印象

があるんですけれども、休日で約１２０人という

御報告がありましたけれども、我々は、高架下で、

たけのつカー＆パークの場所って大体分かるんで

すが、逆に駅に降りた方とかが、高架下でやって

るといって、ではどこでやってるのかなとか、場

所がちょっと分かりづらいなというのがある。こ

れ、当然、主催者の考え方というのもあるので、

一概に言えないんですけれども、何か案内板とい

うか、例えば、区が主催するイベントだったらこ

うできるよとか、ほかの方がやってる場合は、ち

ょっとまた違うんでしょうけれども、何か周知の

方法はいろいろあるかなと思うんですけれども、

これいかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 現在、周知としまして

は、希望される主催者、駅前でチラシを配布した

いよという方がいらっしゃる場合は、東武に区か

ら申請して、その日駅前でチラシを配布して周知

をしてもらっております。 

  あと、現在、東武ストアさんにも御協力いただ

き、店内でのチラシだとか、壁面に、たけのつカ

ー＆パークはこちらですという案内表示を貼らせ

ていただいております。 

  あと、最近、竹ノ塚駅の駅長さんからもＰＲに

協力しますよというお声掛けはいただいておりま

すので、今後ポスターを作成して、駅からの誘導

というものにも力を入れていきます。 

○くじらい実委員 是非、せっかくやっていただい

てるもの、周知もしていただくと、もっと人が集

まれるのかなというところでお願いしたいと思い

ます。 

  次に、見えてきた課題の運営面のところで、先

ほど御説明ありました音出しの企画、やっぱり高

架下とはいえ、家が隣接してるというところでも

あるので、多分、太鼓をたたいたら太鼓の音が響

くとかということもあったのかなと思うんですけ

れども、前もって周辺への周知というのは、事前

にはされてたんでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 近隣の住宅には周知は
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しておりましたが、私たちも太鼓が当日８台来る

ということまでは知らなかった状況なので、そこ

までの音については周知はできていませんでした。 

○くじらい実委員 当然対策としては、しばらくの

間、当面の間、音出し計画は実施しないというこ

とで御報告いただいたんですけれども、今後解決

策があれば、せっかく皆さんやりたいことをやる

という形で集まってるので、何かやっぱり音出し

企画というのも、当面の間はいろいろ考えなきゃ

いけないのでしょうけれども、解決策が出てくれ

ば、実施の方向も考えていただきたいなと思うん

ですが、いかがですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 解決策と言い切れるの

か分かりませんけれども、私どもで２点考えてお

ります。 

  １つ目は、今回の件を受けて、事前相談のシー

トの内容を見直しました。事前相談の段階で、ど

のような音が出るのかというのをもうちょっと具

体的にこちらが把握して、近隣の方にもきちんと

御説明するという機会を取っていきます。 

  あともう１つは、近隣との関係性の構築に努め

たいと思います。スタッフの方から積極的に外に

出掛けて、近隣の方とも顔の見える関係をまずつ

くっていくということが重要だと考えております。 

○くじらい実委員 せっかく、企画としてはいいの

かなと思っております。特に周辺の家と理解を深

めてもらうというのも１つあるかなと思いますの

で、よろしくお願いします。 

  あともう１つ、定期的な利用の希望があるとい

う課題のところで、施設として様々な方に利用し

てほしいため、営業時間中の定期利用は受け付け

ないということで報告があったんですけれども、

現在は、一時利用として申込みがあるという理解

なのですが、定期的な利用は受け付けなくても、

一時利用だけで施設を十分回していける、かなり

申込みが多いという状況なのか、その申込み状況

はいかがなのでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 現在、施設のルールと

しましては、１回実施したら、終わったら、次の

予約ができるということで運営を回しております。 

  現在の予約状況は、何かバッティングするだと

か日程がかぶるということはなく、今のところは

うまく調整してやっております。 

○くじらい実委員 予約数としてはかなり多いとい

うイメージですか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 申し訳ございませんで

した。土日は埋まる状況になっております。 

○くじらい実委員 しばらくは一時利用で回してい

くということだと思います。 

  こちらの件では、３か月のトライアル期間が終

えたということで、もともとまちづくりという観

点からの取組というのもあったかなと思うんです

けれども、今後も、方向性として、まちづくりに

もどう生かしていくのかなという、手応えとして

いかがかなというのをお聞きしたいんですけれど

も。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 まちづくりの観点から、

実際に今回運営してみて分かったこと、音出しだ

とか暑さなどの課題もたくさんありました。引き

続き、課題に真摯に向き合っていくことはもちろ

んなのですけれども、この地域のつながりだとか、

交流の場だとか、まちづくりというものは、半年

や１年で完成するものではございませんので、引

き続き、地域の方とか利用者の方とこの場をどう

育てていくか、地域をどうしていきたいかという

ことに関して意見交換する場を定期的に設けてい

きたいです。 

○くじらい実委員 その課題もいろいろ多分出てき

たと思いますので、高架下の利用については、ま

た引き続き、いろいろ検討していただきながら取
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り組んでいただきたいと思います。 

  最後になりますけれども、こちらは総務部で、

ハラスメントアンケートの実施結果についてとい

うことで御報告いただきまして、先ほど報告あり

ました。全ての職員７，４１５名に対して、回答

率２９％ということで、先ほどちょっと政策経営

部の話で３０％という目標が出てましたけれども

これ全職員、ま、職員なので、２９％というのは

回答率少なくないかなという思いがあるんですけ

れども、こちらどう捉えてらっしゃいますでしょ

うか。 

○人事課長 今回アンケートを取るに当たりまして、

ハラスメントに関するアンケートでしたので、こ

ちら側もあまり回答の勧奨というのはしておりま

せんでした。なので、この３０％というのは、人

事としてはもう少し、当然半分以上いってもらい

たいことはありましたけれども、一定数回答はし

ていただいたのかなとも感じております。 

○くじらい実委員 そうすると、約７０％は回答し

てないよということになるんですけれども、その

７０％に関しては、特にハラスメントの意識は、

実際起きたか起きないかというよりかは、ハラス

メントに対する意識がなかったという捉え方にな

ってしまう、そういう捉え方でよろしいですか。 

○人事課長 我々としましても、それでも答えたく

ない人であるとか、ちょっと答えそびれてしまっ

た人というのはいると思いますので、７０％の人

にハラスメントがなかったというふうには考えて

はおりません。 

○くじらい実委員 その辺もしっかりこれからいろ

いろこう出てくる可能性はあると思うので、対応

はしていただきたいなと思うんですけれども。 

  あと、今後の方針で、相談窓口の周知徹底とい

うのがあるんですけれども、係員、会計年度職員

は、ほかの職層に比べて低かったということであ

ります。今まで、この相談窓口の周知の仕方とい

うか、まず、仕組みというのをちょっと教えてい

ただきたいと思います。 

○人事課長 毎年年度頭に相談窓口の周知はさせて

いただいております。今、私も携帯をしておりま

すけれども、こういう形ですぐ確認が取れるよう

な形で、相談窓口をまとめたものを各職員に配布

をしております。 

○くじらい実委員 これ、仕組みとしては、どうい

う形で相談を受ける、誰が答えるんですか。 

○人事課長 それぞれハラスメント、パワハラ、セ

クハラ等々で、一応相談先は変えてはいるんです

けれども、一応人事課周辺の管理職、係長に対し

て、電話、メール等での相談を受け付けていると

いうところでございます。 

○くじらい実委員 先ほど報告であったのが、同僚

とか直属の上司に相談しているのが多いというア

ンケート結果があったんですけれども、相談窓口、

先ほども認知はこれくらいしてますよという報告

だったんですけれども、相談窓口、どれくらい利

用されてるのかなというのは分かるんでしょうか。 

○人事課長 最終的に人事課の方にいわゆる相談が

あったという件数につきましては、令和７年度で

年間で３３件という形になっております。 

○くじらい実委員 なかなか先ほど最初の質問で聞

いたとおり、表に出てこないものも多分あると思

うんです。アンケートを取った結果もありますけ

れども。今後、しっかりこのアンケートを基に、

ハラスメントが減少していくような取組をしっか

りやっていただきたいと思いますので、これは要

望でお願いいたします。 

○いいくら昭二委員 私もほかの人もいますので、

ちょっと２点ほど質問させてください。 

  まず１点目なのですけれども、先ほど、決算書

類の誤りについてということでございますが、事
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前にもちょっとお話し、これ、先月からも説明を

受けている話なのですけれども、確認なのですけ

れども、議事録が出ますのであれなのですけれど

も、前は、ＡＩの活用をされてなかったというこ

とで、この間違いの前まではされてなかったとい

うことでよろしいのでしょうか。 

○資産管理課長 いいくら委員おっしゃるとおり、

今回の誤りのときにはＡＩの活用はしていません

でした。 

○いいくら昭二委員 というか、こんな大切な話の

部分において、今、ＡＩというのがもう日常で使

われてるということなのですけれども、使わなか

った、例えば、簡単なのです、民間的にいうのだ

ったら、集計表を作って、前期と後期という形で

やれば、必ずそれはもう自動的にやってくれるん

ですけれども、そこら辺は何かやらなかったとい

うのは、先ほど説明があったように、確実な照合

の実施ということを前提で、ＡＩには頼らなかっ

た、そういうことですか。 

○資産管理課長 いいくら委員おっしゃるとおりで

ございます。 

○いいくら昭二委員 でも、確実ではなかったとい

うことにおいて、やはりＡＩという部分において

は、これはしっかりとやっていただけると思うん

ですけれども、本当に集計表を作ってやれば、自

動的にやってくれますから間違いないということ

なのですけれども、今、それで、ＡＩの活用の推

進ということで、具体的に、これからも、決算特

別委員会に向けて、いろいろな重要な書類を作成

しなくちゃいけないということで、具体的にどう

いうことにＡＩの活用されているんでしょうか。 

○資産管理課長 いいくら委員おっしゃるとおり、

前年度と今年度の数字の突合とかそういったこと

を今、ＡＩでチェックを試みているところでござ

います。 

○いいくら昭二委員 その中において、今、初めで

すので、１年間は多分右往左往をすると思うんで

すけれども、今のところ順調に、特に決算特別委

員会に向けて、こういう前年度との数字の引継ぎ

とかそういうのというのは、今のところ、皆さん

今、多分注目しておりますので、しっかりとやっ

ていくと思う、何か齟齬とかそういうのはないん

ですか、大丈夫ですか。 

○資産管理課長 現時点では齟齬はございません。 

○いいくら昭二委員 是非、これまたこういうこと

が出てしまうと、本当かなという形で思って、注

意していっていただきたいと思うんですけれども、

ただし、私も民間の立場で、ＡＩ、完璧ではない

んですよね、これ。やはりＡＩを活用しながら、

やっぱり確実な照合って、実際的には自分自身で、

目で判断していかないと、また間違ってしまうな

ということで、ＡＩを１００％完璧にしてしまう

と、本当に、無意識のままでなった場合に、それ

こそとんでもない数字が出てしまうということも

ありますので、当然にここには再発防止策と、２

と３が出てるんですが、やはり最終的には、確実

な照合の実施というと、もう、これからなおさら

注意していっていただきたいと思うんですが、ど

うでしょうか。資産活用部長、どうですか。 

○資産活用部長 いいくら委員の御質問のとおり、

我々もしっかりいろいろなことができるようにと

いうことでございますが、最終的には人の目をし

っかりして、完成させていきたいと考えておりま

す。 

○いいくら昭二委員 何も指導なんかしてないんで

すけれども、是非ともそこら辺のところをお願い

したいと思います。 

  もう１点なのですけれども、質問がハラスメン

トなのですけれども、先ほど、くじらい委員から

話がありました、２９％という我が会派からして
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も、ちょっと少ないよねということであるんです。

アンケートするにあって、それを出せない、何か

そのような、出しても何か、お前出したのかって

言われちゃうことがないか、そこら辺のところは

分かってしまうような形というような誤解をされ

てたという部分で、もう少しハードルを低くして、

よくいじめのときもあったんですけれども、先生

に出すというのは、当然そういう話になるわけで

すから、もう少し工夫して、せっかくこんないい

ことをやってる、これ、いろいろなデータとして、

しっかり使っていけたらなあと思う。２９％、３

分の１ですから、まだまだ本当にデータとして、

確実ではないなあと思っているのですけれども、

３年毎にやるという部分において、今後の対応と

いうか、何か工夫することはあるんですか。 

○人事課長 くじらい委員からも同様の御質問を受

けております。やはり我々も、その７０％に、ど

う職員が考えてるかということ把握することも大

事だと思っております。 

  今、いいくら委員御指摘のとおり、やはり職員

の中には、個人が特定されたりであるとか、それ

が職場の上司とか人間関係に影響が出るのではな

いかというふうに思われて回答してない人も中に

はいるのかなというふうに考えております。我々

としましては、今後これ１回きりではなくて、数

年に１回、継続的にやっていきたいというふうに

考えておりますので、そのときには、そういった

心配はないということをもう少し職員に寄り添っ

た形で丁寧な説明をした上で、回答率を上げる取

組を進めていきたいというふうに考えております。 

○いいくら昭二委員 やはり今後しっかりやってい

く中において、例えば、上司の人が、あなたが出

てないでしょうって言われたって、どっかで見て

るって話になっちゃいますので、そこら辺のとこ

ろがないような形で。要望します。 

  それで、アンケートなのですけれども、勝田副

区長に聞きたいんですけれども、入省してもう３

０年以上になってるということで、やはり今とや

はり入省したときと大分このハラスメントという

部分が変わってきてると思うんですけれども、御

自身の体験から見た場合において、やはり入省し

た当時と今と比べて、やっぱり働きやすくなって

るんですか。 

○副区長 ３０年以上前のときは、やはり先輩でか

なり言葉のきつい教えもありましたけれども、や

はり今は、ハラスメントとかいろいろな様々なハ

ラスメントについてかなり知識が浸透してるとこ

ろもありますので、やはり声の掛け方、指導の仕

方についても十分注意をして指導して関わってる

と思いますので、そういった点では、若手の職員

も働きやすい環境になってるのかなというふうに

認識しております。 

○いいくら昭二委員 言いたいことというのは、さ

っきの上司という話が出てくるんですけれども、

ちょうど勝田副区長が入省した頃の人が、そうな

のですけれども、若いときは当然そうだなと思っ

たものでも、自分がとなったときに、そういう思

いというのは、やっぱり当然に消え去ることはな

いという部分において、今の若い人よりも、今の

上司の方々が御苦労されてきた部分を当然それを

言い方の問題もあると思うんですけれども、強く

言ってしまったり、このようなハラスメントみた

いになってしまうようなことがないような形とい

う、要するに、今の人よりも、もう少し同世代的

な部分で対策もしていった方がいいのかなあなん

て思っているのですけれども、このアンケートと

同時に、そこら辺の何か研修とか、そういうこと

というのは考えているんですか。 

○副区長 各職層ごとにそういった部分の研修は行

っております。それは、若い人間でも、やはり上
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司の人間でもあります。これは、やはり双方がな

かなか自分の考えだけではなくて、全体像を把握

した上で、お互いに働きやすい職場をつくるとい

うことが必要と思いますので、各職層ごとに研修

をして理解を深めているところでございます。 

○吉岡茂委員長 他に質疑。 

○ぬかが和子委員 私からも何点か質問します。 

  まず、政策経営部のスマホの操作支援の実施状

況についてなのですけれども、この足立区のプレ

ミアム商品券の事業のサポート相談は、非常にい

いなというふうに思っているんです。期間も、こ

の前の補正予算で確認して延ばしていますしね。

やはり私のところに一番多く来る相談は、スマホ

は持ってるけれども、東京アプリが入れられない。

東京アプリを入れるところをやってあげたら、自

分のメールアドレスが何だか分からなくなっちゃ

う。ふだん自分のメールアドレス、認識してない

んですよ。メールアドレスが分からないから、返

ってくるものをこっちで確認することができない

とか、つまり、まず、そこでつまずく、それから、

東京アプリは入れられたけれども、ひも付けがで

きない。実際に使えるひも付けができない。こう

いったところの相談も乗っていただけるというこ

とでよろしいんでしょうか。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 商品券のサポート窓口

についてなのですけれども、こちらにつきまして

は、東京ポイントのインストールや生活応援事業

の申込み、加えて、そのポイントを例えば、ｄポ

イントだとか、ＰａｙＰａｙに換えるだとかその

あたりのサポートまで行うことを予定しておりま

す。 

○ぬかが和子委員 まだＰａｙＰａｙはやってない

と思うんですけれども、東京アプリの設定、あ、

７月から始まったのか。そういう点で、この相談

窓口はいいんですけれども、一方で、東京都、都

庁に来るなんていうのは非常に非現実的ですし、

それから、この通信キャリアが実施するスマホ教

室ということで、今回ソフトバンクだけで、ただ、

事前に聞いたときのソフトバンクのスマホ教室で

も、ａｕとかドコモとか、他のスマホ所有者でも

できるといっても非常に敷居が高いというふうに

思うんですよ。だって、ドコモのスマホを持って

ソフトバンクのショップに行くというのはなかな

かないですからね。だからそういうことでいうと、

ほかの通信キャリアのスマホ教室というのも、も

う是非、拡充していただけるように働きかけてい

ただきたいんですが、どうでしょうか。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 ぬかが委員おっしゃる

とおり、確かに別のキャリアを持っていて、違う

キャリアに行くというのは、ちょっと勇気が要る

ところに感じる方もいらっしゃると思います。で

すので、ソフトバンクさん、今回協定締結をさせ

ていただいたんですけれども、それ以外のキャリ

アとも今、交渉中ですので、早ければ、８月、９

月には協定が締結できるように今進めているとこ

ろでございます。 

○ぬかが和子委員 それと、事前にもこのソフトバ

ンクさんのスマホ教室の案内をどういうものをや

っていただけるのかというのは頂いたわけなので

すけれども、基本的なＬＩＮＥとか、いろいろな

写真を撮りたい、画面を見たい、セキュリティー

だとかということでの講座なわけですよね。そう

しますと、先ほど私が言ったような事例というの

は、この講座では解消できないのではないかと思

うんですが、どうですか。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 ソフトバンクの教室で

は、ぬかが委員おっしゃるとおり、東京ポイント

の関係とかは含まれておりませんので、こちらに

ついては対応いただけないこととなってしまいま

す。ですので、東京ポイントの関連のサポートが
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必要な方につきましては、先ほどのプレミアム商

品券事業のサポート窓口、こちらを御案内させて

いただくことになるかと思います。 

○ぬかが和子委員 つまり、私たち委員会への報告

としては、一覧としてこうやって出てるけれども、

そこの違いというのをしっかり分けて周知しない

と、相談に乗ってもらえると思ったら乗ってもら

えない。あと、もう１つ多いのが、何かいろいろ

なアプリが入ってきちゃって、いろいろいじって

たら、だんだん操作ができなくなった。これは、

キャリアショップ行きます、通信キャリアに行き

ますと、有料なのですよね、大体が。そういうこ

ともありますので、やはり何をしてくれるという

ことを明確にして、こういうものをもし周知する

なら周知すると。そして、何でも、先ほどのサポ

ート窓口では、そういう相談も含めて乗ってもら

えるというふうに分かりやすくやらないと、誤解

と怒りが出てしまうと思いますので、是非お願い

したいんですが、どうでしょうか。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 ぬかが委員おっしゃる

とおり、今回メニューが多岐にわたるところもご

ざいますので、区民の方が間違えないように、明

確に周知をしていきたいと考えておりますし、ま

た、一部費用負担が発生するところがございます

ので、区民の方が予期せぬ費用負担が求められる

ことがないように、ここは明確に周知をしていき

たいと考えています。 

○ぬかが和子委員 是非よろしくお願いします。 

  それから、外国人との共生に関するプロジェク

トにおける取組の進捗状況というところでの多言

語案内動画についてなのですけれども、これも始

まる前から、例えば、団地の自治会長さんとかか

らも、ごみ出しで非常に外国の方も多い中で、や

っぱりそこでの不理解ということが誤解になり、

マイナスになってしまうということで、それは、

★★をやってる方で周知徹底をしてくださいとい

ったときに、今年から動画を作りますからという

ことで、回答もいただいていて、この動画、私も

拝見させていただいたんですけれども、動画自身

はいいんですけれども、もう１つ、この間区が答

弁してきたのは、転入届のときというのは、非常

に待ち時間が特に外国は多くて、多い方だと６時

間待つとか、結局、転入というのは非常に重要な

問題なので、そういう調査しなきゃいけない事項

が多いということで、非常に待ち時間が長い。そ

の時間を使って動画を見ていただくんですという

ことを言っていたし、ここにも区民事務所で配っ

てると。配ってるものはどういうものですかとい

うことで頂いたら、これ、足立区生活ガイド、こ

れを配っていらっしゃるということを聞いたんで

すけれども、もう少し工夫が必要かなと。つまり、

これを渡して、足立区での生活に役立つ情報を動

画で見ることができますなのですよ。だけれども、

区民事務所に手続に来た方というのは、転入する

方は、足立区のルールを知らないことが１００％

なわけです。だとしたら、待っている間に、この

動画を見てくださいというふうにしっかり周知、

見ることができますではなくて。そういうふうに

改善をしていく必要があるんではないかと思うん

ですが、どうでしょうか。 

○政策経営課長 ぬかが委員が今おっしゃったとお

り、今実際に戸籍住民課ですとか区民事務所の窓

口で、転入手続に来られた方に今そのチラシをお

渡ししているという状況です。ただし、動画の視

聴回数を見ても、なかなかそこまで伸びてきてな

いというとこありますので、もう１工夫必要だろ

うというぬかが委員のおっしゃるとおりだと思い

ますので、どんなことができるか少し考えてみた

いというふうに思います。 

○ぬかが和子委員 あわせて、圧倒的多数の方がス
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マホＱＲコードで転入の方が読み取れるかなとは

思うんだけれども、そういうことができない方の

対策、さっきのデジタルデバイドの対策ではない

ですけれども、これは是非考えていただきたいと

思ってるんですが、どうでしょうか。 

○政策経営課長 例えば、タブレットをお渡しして

というやり方もあるのかなというふうに思うんで

すけれども、ちょっとその運用面含めて、どうい

うやり方ができるかというのも、併せて一緒に検

討したいというふうに思います。 

○ぬかが和子委員 両方の先ほどの★★報告に関連

してなのですけれども、このデジタルデバイドの

対策というのを、ともすれば、私たちは、スマホ

をどう使えるようにしていただくかということで

考えるんだけれども、率直に言って、誰一人取り

残さないデジタル化といったって、今、そういう

取組を運動や何かやってるのがマスコミでも一部

報道され始めておりますけれども、高齢者で、娘

がどうやって説明しようとしても、もうそういう

ことはできないし、やりたくないという人もいら

っしゃるということでいうと、誰一人取り残さな

いというのは、事実上は空文句だと思うんですよ。

だってそういう人たちがいるわけですから。つま

り何が言いたいかというと、取り残さないという

ことではなくて、取り残される方の対策、アナロ

グであることでも普通に生活できる、その方の話

で行くと、どんどん社会の中で生活できなくなっ

ちゃうという心配があるというんですよ。つまり、

お買物しても、全部セルフレジだったら、もうそ

れで使えなくなるとかね。そういう、娘さんは使

えるんだけれども、別居しているので、自分の親

はそうやって社会から取り残されて、引きこもり

がちになっちゃうんではないかという心配がある

ということでいうと、このデジタルデバイドを考

えるときに、使えるようにする支援とともに、必

ず使えない方がいるということで、そこを視野に

入れて対策を考えていただきたいと思ってるんで

すけれども、副区長、どうですか。 

○副区長 基本的にはデジタル化、ＤＸ化は、様々

な事業、申込みとかの選択肢を増やすものだと考

えています。ですので、そういったところで、ど

ちらも選択できる方法はきちんと御用意するべき

だと思います。ただ、いろいろと今、給付だとか

いろいろな事業が増えてきてますので、その辺バ

ランスを見ながら、ただ一方的にそれでしか申請

できないというのは、なかなか今の段階で難しい

のかなというふうに考えております。 

○ぬかが和子委員 是非、しっかり、いわゆるデジ

タルに慣れない人の権利ではないですけれども、

保護というか、そういう面も考えてください。よ

ろしくお願いします。 

  それから、ハラスメントアンケートの実施結果

についての中で、誰からハラスメントを受けてい

るかというものの回答を見たときに、率直に申し

上げて、私、区長、副区長、いわゆる３役ですか、

教育長の回答数というのは比率としては高いなと。

つまり、課長が何人いてと、それでの回答数、課

長からハラスメントを受けた、部長が何人いて部

長からハラスメントを受けたという割合と考える

と、平均して５人、部署、つまり４人しかいない

わけですよ。区長、副区長、教育長、それで、１

人平均５人ぐらいだったと思うんですよね。これ、

単純計算するとね。受けたことある、過去にとい

うことなのですけれども、この間のいろいろな問

題もありますけれども、区の２役に対してのハラ

スメントの対策というのは、そういうものできる

んですか。その辺はどう考えていらっしゃるんで

すか。 

○副区長 私どももハラスメントをしているという

ような比率が高いというふうに感じております。
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今の、いろいろな自治体もそうですけれども、や

っぱり私たち自身からその感覚を変えていかない

と、やはりハラスメントというふうに感じてしま

うと、もうそれはハラスメントになってしまうの

で、その辺は、区長も含めて、慎重に言葉を選ん

で、しっかりとやっていきたいというふうに思っ

てます。 

○ぬかが和子委員 先ほどもありましたけれども、

確かに、前だったら、ハラスメントなんていうの

は全く及ばないようなことも、ハラスメントとい

うふうになるということや、ともすると、やっぱ

り力を持ってる方から言われたことというのは、

非常に圧力を感じることになるので、そこはしっ

かり考えて対応していただきたいというふうに思

います。 

  それから、最後になりますけれども、あ、最後

でもないのか、すみません。鋸南自然の家の跡地

の取組で、この間の教訓でいうと、鹿沼でも、そ

れから、塩原でも、本当に処分、廃止しても地獄

のようにお金が掛かる、処分にいろいろ苦労する

ということを重ねてると思うんです。それで、庁

内での利活用の申出はなかった、私はあるわけな

いだろうと思うんですよ。それをもって次の段階

に進みますということだけで行ったときに、鹿沼

なんかの二の舞になるんではないかというふうに

危惧してるんです。やっぱり、本当に何か利活用

する方策はないのかとか、もう少し今の現状では、

教育財産ではないけれども普通財産として存在し

てるわけですから、もう少し、部に問い合わせる

んではなくて、区全体として、全庁として、トッ

プとしてどうするのかというのを考えていかなき

ゃいけないんではないかと思ってるんですけれど

も、どうでしょうか。 

○資産管理課長 ぬかが委員おっしゃるところもあ

ると思いますので、ちょっとどういった本当に庁

内でも利活用できるか、改めて考えたいと思いま

す。 

○ぬかが和子委員 是非、そこはしっかり考えてほ

しいと思います。 

  ちなみに、鋸南自然の家の廃止というのは、単

純に学校に通う子どもたちの問題だけではなくて、

例えば、ジュニアリーダーズキャンプ、足立区少

年団体連合協議会がやっている、これが、区が紹

介するところで、別のところを活用したら、ダニ

がひどくてアレルギーが出たとか、それから、キ

ャンプのテントを張るそういう実体験をするのに、

そういう場所が必要だけれども、雨が降ったとき

のために屋内施設も必要だということで、鋸南と

いうのは最適地で、そういう中でいろいろな子た

ちが経験を積めたんだけれども、そういう場がな

くなったとか、いろいろな、つまり教育財産とし

ての活用だけではない活用として、本当にそうい

う弊害もあるんですよ、今。廃止した段階で。そ

ういうことも十分踏まえて、活用を本当に検討し

ていただきたいというふうに思います。 

  最後になりますけれども、西新井駅西口の跡地、

公社保有地の一般競争入札の実施の部分なのです

けれども、私、この入札になってからの金額を見

たときに、土地の値段はここまで下がってないは

ずなのに、これだけ入札で下がってるというのは、

過去の経緯見ると、どういうことなのでしょうか。 

○資産管理課長 一番大きな要因は、やっぱコロナ

の際に、どうしてもなかなか事業者として黒字に

なりにくいというところがありまして、そこで入

札価格が大きく下がったという経緯がございまし

て、そこからなかなか持ち直せない、そういう状

況でございます。 

○ぬかが和子委員 区が発注する工事とか、発注と

は違うので、入札を掛けても、最低価格とか設け

ないんですよね。 
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○資産管理課長 最低入札価格、実は設けてます。

それは、事前に、駐車場業者さんに何社か見積り

を依頼して、どれぐらいだったら札を入れられる

かというところを確認して、それの平均値という

ところで、最低入札価格は定めているところでご

ざいます。 

○ぬかが和子委員 そうすると、その過去、特にこ

こ何回かは、そういう問合せをする中で、最低価

格そのものが、設定も下がってきてたということ

なのですか。 

○資産管理課長 ぬかが委員おっしゃるとおりでご

ざいます。 

○ぬかが和子委員 そうすると、今度はどうなので

しょう。今本当に足立区の土地の価格というのは

上がっているということで言われている中で、そ

こは十分に反映したものにしていくということで

よろしいんでしょうか。 

○資産管理課長 ぬかが委員おっしゃるとおり、土

地の価格というのは確かに上がってるところでご

ざいますけれども、土地の価格と、やっぱりその

事業者の、駐車場というもう利用が限定されてい

る中で、どれだけ利益が得られるかというところ

も鑑みて、事業者も見積り価格を決定しますので、

なかなかそこに追従できるかどうかというのは、

ちょっと見積りを見てからの価格になると思いま

す。 

○ぬかが和子委員 区民の財産でもある土地をどう

活用するかという問題でもあるので、やはり非常

に安過ぎるというのはよくないというふうに思っ

ておりますので、是非そこは、問合せしてるとき

に、カルテルではないけれども、わざとこのぐら

いではなきゃできないですよと言われたらどうす

るのかとか、本当に実際どうなのかというところ

を十分考えて対応していただきたいと要望して終

わります。 

○加地まさなお委員 何点か質問させていただきま

す。 

  外国人との共生に関するＰＴにおける取組の進

捗状況についてお伺いいたします。 

  今、多数聞いていて、この翻訳機、非常に便利

なものでいいなというふうに思いました。ですが、

これ、外国人との共生のＰＴなので、共生に向け

ていくという中で、何点か指摘をさせていただき

たいと思います。 

  まずは、日本語が話せない方が、もうそもそも

これからたくさん来てしまうと、本来の共生とい

うところは、私、何回も質問させていただいてる

んですが、難しいと思っています。なので、区で

も日本語を学んでもらう施策を取ってもらってい

ると思うんですが、そこで確認させていただきた

いんです。地域での真の共生というところを考え

たら、最低限の、この翻訳機を入れて日本を話せ

ない方の対応なのかというところを確認させてい

ただきたいです。 

○政策経営課長 戸籍住民課での窓口で、非常に行

政用語も飛んで、あと、かつ転入というところの

すごく重要な行政としての役割の部分もあるので、

きちんとそこでコミュニケーションの齟齬が出な

いようにということで、こういった機械を入れる

必要性が高いのではないかということで取組をさ

せていただいてるところでございます。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。本当

に話せない方には、お互いの、行政側もコスト削

減にもなる、時間、効率性も上がるのでいいと思

うんですが、私が求めてる部分というか、多文化

共生に必要なのは、日本の文化とか、そもそもそ

ういうのにしっかりと理解をある程度持っていて、

学習意欲がある方をどんどんつくっていかなきゃ

いけないという中では、これからそういった視点

も考えていかなきゃいけないと思いますので、そ
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こだけは、どんどんどんどんサービスみたいに、

日本語はしゃべれなくてもいいよというふうには

していってほしくないなというふうに思います。 

  それと、次に、周知啓発の方法で、６番ですか、

多言語案内動画の周知の仕方のイのチラシ配布の

ところで、都営・区営・ＵＲ・民間賃貸住宅への

チラシ配布というふうにあると思うんですが、配

布した枚数というのですか、それと、実際ＵＲ等

で外国籍の方がどれぐらい今足立区に入居してい

るのかというデータというのは取れているのかお

伺いします。 

○政策経営課長 各都営ですとかＵＲにこちらから

お渡ししてるチラシ数というのは当然把握してる

んですが、実際にどれぐらい配られたかというと

ころは、まだちょっと我々としては把握できてな

いという現状でございます。 

  都営ですとかＵＲで、今、足立区内の団地内に

どれぐらいの方が世帯数としていらっしゃるのか

というのは、確認したんですが、それぞれの方、

ちょっとまだ把握できてないというふうに聞いて

おります。 

○加地まさなお委員 分かりました。ここすごく重

要かなと思っていて、実際、では枚数、どれだけ

配っていても、どれぐらい配れているのか。実際、

そこから見えてくるのが、都営、区営なり、ＵＲ、

ＪＫＫもそうですけれども、足立区にどれぐらい

の外国人がいらっしゃってるのかというデータは、

多文化共生を進めていくには重要なデータだと思

うので、その辺何か、今後取組的なもの、今考え

てるものがあれば教えていただければと思います。 

○政策経営課長 町丁目で外国人の方がどれぐらい

住んでいるかというのは、それは私たちとしても

把握しているところです。ただ、その町丁目の中

で、その方が公営住宅にいらっしゃるのかどうか

というところのお話かと思うので、この後、地域

調整課でも多文化共生の計画を今後つくっていき、

かつその意識調査も更に追加で行っていくという

ような話を聞いてますので、このあたりと歩調を

合わせながら検討していきたいというふうに思い

ます。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。とに

かくやっぱりデータ、区の大切なデータになって、

そこから、いろいろと、先ほども、デジタルで、

ＡＩを使って見えてくるものというのもあると思

いますので、進めていっていただきたいと思いま

す。それと同時に、動画配信の方は、どれぐらい

使用してるかというのが分かってるので、どうい

うふうにアプローチしていけばいいかというのも

分かってると思います。 

  チラシの方で、ＱＲ、二次元コードというので

すか、ＱＲコードのことをちょっと調べていたら、

パラメータＱＲコードというのがありました。こ

れ、調べてみたら、このＱＲコードを読み取って

いただくと、実際にそこ、これ、グーグルアナリ

ティクスというのですか、そういうのがあるみた

いなのですが、このチラシがどれぐらいアクセス

されたかとか、そういったことが分かるものらし

いのです。ということは、足立区、グーグルとも

連携協定を結んでると思いますので、そういうも

のも便利に使って、実際にデータ集めをしていた

だきたいというふうに思います。これは要望させ

ていただきたいと思います。 

  それと、次は、転入者ですか、令和８年度足立

区転出入者アンケートの方をお伺いしたいと思い

ます。 

  これ、純粋に思ったのが、調査対象が日本国籍

を有する２０代から４０代と一応書いてあります

ね、明確に。調査目的が、より一層選ばれるまち

の実現に向け、区として優先的に取り組むべき支

援策を見極めるとともに具体的な政策展開につな
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げていくと。すばらしい内容だと思ってるんです

が、ここで、今の外国人の話にも通じるところが

あります。なぜ、これ、日本国籍というのにこだ

わってアンケートを絞ってしているのかお聞かせ

ください。 

○政策経営課長 先ほども御答弁申し上げました多

文化共生の意識調査を追加で実施するというお話

が地域調整課の方でありまして、その中で、我々

のアンケートの中で一緒に外国人やると、少しそ

の設問が、日本人も外国人も聞くことになると、

委託費も上がってきますし、質問もちょっとばら

けてしまうのではないかというところから、あえ

て日本人と外国人を分けて、外国人については、

多文化の方で見てもらうということで、そこはす

み分けさせていただきました。 

○加地まさなお委員 分かりました。それも、やは

りどの方がどれぐらい入ってきて、情報をどれぐ

らい、アンケートを取れるかというところに懸か

ってくると思いますので、しっかりとあるならば、

そちらも同時に進めていっていただきたいと思い

ます。 

  それと、ハラスメントについて、私もお伺いし

たいと思います。 

  具体的に内容が書いてあって、パワハラとセク

ハラ、モラハラ、カスハラ、もういろいろあるん

だなというのを見て、正直、職員の皆さん大変だ

なというふうに思いました。それで、私が多分職

員だったら、すぐにハラスメントで訴えられるの

ではないかと、これ見てすごく感じました。その

中で、パワハラの具体例というのが、いろいろ見

てると、カスハラ等は、具体的な例というのが何

となく見えてくるのですが、パワハラに関しては、

この具体例というのがしっかりと見えてこないの

ですけれども、これは何かやはりこんなことを言

うこと自体がハラスメントになってしまうのかな

というふうに思うんですが、その点も含めて、書

いてない理由というのが何かあれば、お聞かせい

ただければなというふうに思います。 

○人事課長 パワーハラスメントについては、いわ

ゆる文言の定義ということで定めて、職場におけ

るハラスメントの防止等に関する基本方針の中で

定めてはいます。では、具体的にどうなのだとい

うところにつきましては、実際それが本当にそう

だったのかという事実関係ではないですけれども、

ということと、今回、アンケートを取るに当たっ

て、そこまで、具体的なところまでも聞いてませ

んでしたので、パワハラにつきましては、具体的

な事例というのは、今回載せてはいないという形

を取っております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。その

理由はしっかりあるというのは分かったんですが、

カスハラの方を見てみたときに、議員から２９名

というところで、内容もきっとあるんだろうなと

いうので、先ほどの話につながるんですけれども、

相手の捉え方で、副区長もおっしゃってましたけ

れども、ハラスメントが成立してしまう中で、私

もこの発言等も、本当に気を付けていかなければ

いけないなというふうに思うところを踏まえて、

これは具体的な内容が書いてあるので、見てると

何となく気を付ければ、気を付ける方向性という

のが分かってくるんですけれども、漠然と、例え

ば、議員から、これハラスメントと感じてしまっ

たというだけだと、改善に向けることがなかなか

難しいかなというふうに感じています。なので、

今回だと、ハラスメント、具体的に言い方だった

のか、態度なのかとか、あとはもう要求内容その

ものなのかというところをある程度分析して教え

ていただくということをしていただければ、議員

側も気を付けていかなければいけないことが明確

になってくるかなというふうに思うんですが、そ
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ういった方法で何か教えていただけるということ

は、現時点で考えていらっしゃいますでしょうか。 

○人事課長 カスハラにつきましては、ちょっとま

たパワハラと事情が異なっておりまして、東京都

で条例を定めておりまして、それに基づいて区で

基本方針を定めているところです。その中で、こ

ういったことがカスハラに当たりますということ

で、こちらはある程度具体的な事例が提示されて

おりますので、我々、それに基づいて、ある程度、

カスハラについては、どういったことがありまし

たかというのは聞いております。 

  そこで、今回、アンケートの中でも、例えば、

ページでいうと８ページのところでしょうか、精

神的な攻撃とか繰り返し行われるうんぬんという

のが書いてありますが、これがいわゆるカスハラ

の内容になりますので、それは誰からかというと

ころまでは、現状、分析はしておりませんが、カ

スハラといわれると、こういうところで、特に一

番多いのは、精神的攻撃等というふうになってま

すので、窓口で感じる職員については、対象が誰

かというところではなくて、もしカスハラだとい

うふうに感じるのは、こういった精神的攻撃が一

番多いのかなというふうに考えております。 

○加地まさなお委員 分かりました。その辺も、カ

スハラに対しての基本的なというのがあるという

のは総務部長からも伺ったので、一応確認をさせ

ていただきました。 

  その中で、私、今回、アンケートを見ていて分

かったのが、これは、職員側、足立区側も議員側

も、今、気を付けようというふうに思って、どう

いったところに相談すればいいというのは分かっ

てるんですけれども、カスハラを見る限り、これ

は、どういう理由かというのは、区に電話を掛け

てくる区民の皆様の可能性が高いなというふうに

思います。そこを解決する方法というのが、この

中からは見受けられなかったんです。それを、例

えば、足立区、カスハラでこれだけ問題がこうい

う理由でありますということを打ち出すというの

はなかなかで、区民の皆さんも相談内容の言い方

を気を付けてくださいということも、なかなか言

うことはできないと思います。ですが、足立区は

シティプロモーションが非常にうまくて、「ワケ

あり区、足立区。」とかで、これを逆手に取られ

て何か発信をしたりとかしてるので、そういった

ことで、区民の皆さんにも一緒にこのハラスメン

トを考えるというプロモーションをするというこ

とが、このカスハラの現状のアンケートの問題に

なってるところの解決につながるかなというふう

に感じたんですが、いかがでしょうか。 

○人事課長 昨年度、カスハラの基本方針をつくっ

たときに、実際、区でどのぐらいのカスハラがあ

るんですかというふうに聞かれたときに、そのと

きは正直把握をしておりませんでした。なので、

今回まずどのぐらいカスハラあるのかというのを

把握しようという試みがありましたので、今回ア

ンケートで聞いております。 

  加地委員おっしゃるとおり、これを知って、で

は次にどうするんだということが課題になります

ので、今、加地委員から御指摘があった点である

とか、結構、今、商業施設とか、バスに乗ってい

ても、カスハラの啓発ポスターとかも出ておりま

すので、そういったものを参考に、今後どういっ

たことができるかということについては検討して

いきたいというふうに考えております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。カス

ハラ、実はこれ全体見ていて、全国のアンケート

の結果を見ても、足立区はそんなにハラスメント

のレベルは高くないというのは分かりました。な

ので、あとはもうハラスメント、カスハラが問題

だというところで、そこを解決するのは、発信し
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ていって、どういうふうに打ち出すかというのは、

プロモーションも含めて考えていっていただきた

いと思います。 

  最後になりますが、旧北鹿浜小学校跡地の進捗

についてお伺いいたしします。 

  旧北鹿浜小学校、私は母校なので、いろいろと

思うところがあるんですが、今回、いろいろと、

令和６年から、実際に利活用が決まらない状態で、

みんなの廃校プロジェクトというのを申し込んだ

というふうに確認しました。その中で、７６件の

うち、問合せ７件、活用の可能性が見込める事業

者につながったというのが大きな成果だと思って

います。この中で、私、見せていただいたのが、

みんなの廃校プロジェクトの目的というのですか、

これ、やっぱり地域の皆さんの声をしっかりと聞

いて、そこの地域が活性化するようにというとこ

ろが書いてあります。区の今の旧北鹿浜小学校の

跡地利用のことは、実際に文教施設、研究施設と

いうところに絞られていると思います。今回、文

教施設というのは、インターナショナルスクール

というふうに書いてあるので、そういったものか

なとイメージができるんですけれども、この研究

施設というのはどういったものなのかというのを

お聞かせください。 

○資産管理課長 文教施設以外の研究施設というと

ころがありますけれども、前回、公募をする際に、

そういった研究施設をやりたいという事業者がご

ざいまして、そのときの事業者さんが、文教系で

はなかったんですけれども、アカデミックな、そ

ういう研究内容だったというところもありました

ので、文教施設に限らず、そういったものを公募

の要件にしたというところがございました。危険

なものとかそういうことではなく、あくまでもあ

そこでできる研究施設、研究内容というところを

鑑みて、そういったものにしたということでござ

います。 

○加地まさなお委員 ちょっともう１回確認で、前

提を確認したいんですけれども、これは先ほども

言いましたけれども、住民の方が、その地域で、

地域の活性化につながるもの、そして皆さんがコ

ミュニティーとして活動できる場所というふうに、

今回の廃校プロジェクトになっております。その

中で、区民の皆さんというのが、その文教施設を

求めていたのかという、そういう声というのは多

数あったんでしょうか。 

○資産管理課長 当時、文教施設と、あとは、地元

の皆様からは、文教施設というよりは、まず買物

できる場所がないというところから始まってます。

では、買物できる場所を北鹿浜なのか鹿浜西なの

かというところから、場所を考えたときに、鹿浜

西の方が、車のとかそういった交通のことを考え

ると望ましいよねということで、鹿浜西小学校の

跡地にスーパーマーケットを誘致することに決め

ました。それで、北鹿浜小学校はではどうしまし

ょうかというところを考えたときに、周辺が、統

合した鹿浜未来小学校、それと、民間保育園とか

こども園があるというところを考えて、区の方で、

文教系がいいのではないかというところで提案さ

せていただいて、その旨、鹿浜西小学校、北鹿浜

小学校の活用方針を住民説明会を行った中で、皆

様に御説明して、反対意見が特になかったという

ことで、そういう方針に決めさせていただいたと

いう内容でございます。 

○加地まさなお委員 ちょっと長くなります、申し

訳ないです。 

  これは、非常に大切だと思っていて、令和６年

度の場合は、そこで住民説明会を開いてそれでよ

かったと思うんです。廃校プロジェクトに入った

というのは、区の方のいろいろ理由があると思い

ます。財産処分ルールとかの大幅な緩和とか、そ
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ういったものも、区の方で得られるということで、

また、マッチングですよね、皆さんが見付けられ

ないような内容にマッチングしていただけるから

というところがあるので、改めて、もう１回住民

の皆さんに声を聞くサウンディング調査とかも含

めて、するべきかなというふうに思うんですが、

いかがでしょうか。 

○資産管理課長 現時点では、足立区町会・自治会

連合会とかそういったところでは、お話を聞いて

るところがあるので、今、説明会をするという予

定はなかったんですけれども、ちょっとまず、事

業者が、当然、文教系で行くというところ、我々

としては、変える今予定はなかったので、このま

まで行こうと思ってます。当然、事業者が決まっ

た後には、住民説明会を開催しますので、そこで

大きな反発とかそういったものがあれば、そこは

またちょっと改める必要があるかとは思ってまし

たけれども、今のところ、そういう方針で進めて

いきたいと考えてます。 

○加地まさなお委員 分かりました。先に決まって

からというと、なかなかこれは何かいい声という

のが上がりづらいので、声を求めるみたいなとこ

ろがあった方がいいかなというふうに思っていま

す。 

  それと、今、廃校プロジェクト、これは本当す

ばらしい、画期的だなと、全国を見ても、相当数

ある中で、いい事例もあると思いますので、先ほ

ど言った財産処分ルールの緩和措置があると思う

んですが、区としては、その点に関して、実務的

か財政的に、何かポイント、こういう形でこの廃

校プロジェクトをやったんだよというのがちょっ

と明確に見えてこないので、その辺あれば教えて

いただきたいんですけれども。 

○資産管理課長 廃校プロジェクトを活用すること

によって、大きな財政に寄与するというところは

ないかもしれないです。ただ、やはりよりよい御

提案というのは、その廃校プロジェクトに登録す

る前に比べれば、いろいろなアイデアというか御

意見をいただけてるなという印象を持ってますの

で、そこがメリットなのかなと考えています。 

○加地まさなお委員 最後になりますが、私、いろ

いろ調べていて、先行事例も調べた中で、天理市

が、みんなの学校プロジェクトというのをやって

います。御存じないと思いますが、この中で、住

民が日常的に使える場所として、３部制みたいに

してるんです。学校３部制というのを取り入れて

いて、空き時間は高齢者が集まることができる、

教員の管理ができる、放課後の学習で地域の方の

地域塾ができるとか、日常的に高齢者から子ども

たちが集う多世代交流コミュニティープログラム

というので、非常に注目を集めているというふう

に聞いています。先ほどの鋸南の話はちょっと施

設の場所も違いますし、変わるかもしれませんが、

新しい視点で、もうこれから建て替え、公共施設

の統廃合も含めて、今までではない考え方をして

いかなければいけない。それと同時に、全部が廃

校にもできない、取り壊すにも予算が掛かる。実

際、鋸南も、先ほどぬかが委員がおっしゃってい

たように、残しておかなきゃいけない。その中で、

マックスでいったら、もうすごい金額が掛かっち

ゃうので、今もううまくいかない。新しいアイデ

アを入れていくということで、毎回毎回、鋸南の

方は、今、置いておきますが、もう私は鹿浜をず

っと歩いて皆さんに声をいただいています。もう

にぎわいがないんだと、ここに住んでるのは、も

う高齢者だけだよというふうに、そんなことはな

いんですよ、もうイメージが付いてしまってます。

これは、交通インフラを整えるのも大切なのです

けれども、やっぱり皆さん、ここに住みたいなと

思えるのは、高齢者、足立区は２３区でもトップ
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レベルなので、高齢者が多いから、それがマイナ

スなのではなくて、多いからこそできる、近くに

鹿浜未来小学校もありますので、その１つの集合

体にできるようなアイデアも含めて、募集を掛け

るときでも、そういったところがないのかなとい

うのを視野に入れて考えていただきたいと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

○資産活用部長 加地委員おっしゃるとおり、公共

施設をどのように生かして、これから使っていく

のか、これまでの考え方の中で、古くなったら建

て替えましょう、そのものだけを使いましょうと

いうことではなく、施設の複合化だとか、視点に

よっては、地域の人たちが集まりやすい場所に集

まってもらいたい施設を造るとか、そういうよう

な考え方というのが、これから必要になってくる

のではないかなと思っております。 

  公共施設マネジメントだとか、総合管理計画の

中には少しうたっていますが、庁内の中でも、そ

の辺の認知度を上げていきながら、必要性を十分

理解していただくような働きかけをして、今後の

時代に合った施設の在り方をこれからも検討して

いきたいと思いますし、北鹿浜小学校につきまし

ても、そのような観点は、方針の中に、３つの方

針の中にも含まれておりますので、その辺を含め

て、地域の皆様には、できるだけ丁寧に、今の取

組状況をお知らせするということをさせていただ

き、進めていきたいなと考えております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。 

  以上です。 

○吉田こうじ委員 もう時間もあれですので、短め

に。２点だけ。 

  ハラスメントについて、９ページのハラスメン

トを受けても相談しなかった理由についてという

ところで、それぞれ高い数字で回答が出てるんで

すけれども、これのうち、カスタマーハラスメン

トというのは、相手がお客様、区民であったりと

いうことなので、なかなかこれは相談しても変わ

らないかなと思われるのは分かるんですけれども、

パワハラとマタハラに関しては、私はこれ、下げ

られる話なのではないかなというふうにも読み取

れました。特に、アンケート関係なく、例えば、

ハラスメントの相談を受けた中で、ハラスメント

行為者に対しては、例えばアドバイスであるとか、

具体的に指導であるとか、そういうことはされて

いるのかどうか、まず伺いたいんですが。 

○人事課長 パワハラ、セクハラ等、なかなか難し

い問題がありまして、受けた人がどこまで本人に

伝えていいかというのを確認した上で、行為者に

当たりますので、もう直接名前も言って指導もし

てくれという要望があれば指導もしますし、いや、

知られたくないので、取りあえず話だけ聞いてく

れというケースもございます。なので、その相談

者の意向を受けて、できることは丁寧にやってる

というのが現状でございます。 

○吉田こうじ委員 そのとおりだと思います。ただ、

気付かなければ、ずっと同じ方が同じことを繰り

返していくというのがこのハラスメントだと思う

んです。なので、やはりそこを、講習とか、研修

とかを受けていらっしゃる部課長の皆さんや区長

部局の皆さんに関しても、やはり先ほど工藤副区

長がおっしゃったように、そういうこともあるの

で、ここは、職場、昔でしたら、ちょっと今日一

杯飲みに行こうかなんていって、人間関係をうま

く取って、職場の環境をやって、お互いに分から

ないところを分かり合って、誤解を解いていくな

んていう昭和の方法もありましたけれども、今、

今日一杯行くかというのもハラスメントになって

しまいますし、非常にこれは、職場環境をハラス

メントのない職場環境にしていくというのはすご

く難しいことだなあというふうにも思いますので、
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これもやはり研修、講習の中で、具体性を持って

皆さんにお伝えしていくこと、それから、もう１

つは、私自身もそうなのですけれども、人間力を

付けていくというか、やはり、人としてどうある

べきなのかという部分まで、これは問われていく

問題なのかなというふうに思っております。これ

は、１つの要望として、その辺までちょっと踏み

込んだ考え方をしていただければなというふうに

思います。 

  あともう１つ、マタハラに関しては、これだけ

多くが相談しても変わらないからなとおっしゃっ

てるということは、これ、区の制度にも問題があ

るのかな。いや、それとも、マタニティーに対す

る、産休・育休に対する職員の皆さんの考え方を

変えていかなくちゃいけないのか、どっちにしろ、

これに関しては、区として努力すれば、もっと下

げていかれる数字なのではないかなというふうに

も思いましたけれども、この辺の分析というのは、

どのように感じていらっしゃいますでしょうか。 

○人事課長 マタハラにつきましては、子育てに関

する休暇等の整備については、職員についても相

当充実はしてきているというふうに考えておりま

す。 

  ただ、今、吉田委員御指摘のとおり、では、職

場で受け入れる体制がどうなるかといわれると、

人事課としても、まだそこまでの把握は十分では

なく、これからもいろいろ周知ができるのかなあ

というふうに考えてますので、今後、これまで、

防止のハラスメント研修等はしておりましたが、

今御指摘のあった、もっと広く、いろいろな周知

徹底を今後もしていきたいというふうに考えてお

ります。 

○吉田こうじ委員 自身の日頃の言動も含めて、こ

れは、常々これから議論もしていかなくちゃいけ

ないのかなというふうに思います。 

  あともう１点、アスベストの御報告をいただき

ました。今回の報告で、大変残念だなというか、

一番問題だなと思ったのは、原因が分からないと

いうことなのです。原因が分からない以上は、私、

毎日計測してもいいのではないかなと思うんです

けれども、この６日に１遍、今日ですか、１７日

に、もう一度計測するというふうにも書いてあっ

たんですけれども、この辺は、そういう基準なり、

決まりなりに基づいて多分行われているんですけ

れども、この原因というのは、きちっと解明され

ていくんでしょうか。そういう方向性にあるのか

どうか伺いたいんですが。 

○中部地区建設課長 様々な視点から原因解明すべ

きだというお話をいただいてますので、できる限

りのことをしたいと思ってます。今日、午後、業

者を呼んで、どういうことが原因なのかを確認さ

せていただきたいと思ってます。 

○吉田こうじ委員 機器を清掃して、交換して、少

なくなったということなので、多分その辺なのだ

ろうなという予想は付くのですけれども、これ決

してℓ当たり２３本というのは、少ないから安心で

きるという量ではなくて、環境省なんかでも、ア

スベストが飛散した事例として出てる分量なので

すよね、２３本て。確かにすぐに健康被害がどう

のこうのというものでもないのかもしれませんけ

れども、実は私の知ってる方で、大変親しくして

た方が、やはり中皮腫で、若いときからそういう

仕事をしてた方で、中皮腫で本当に悲惨なという

か凄惨な治療、そういう闘病をされているのを目

の前で見てきまして、これは本当に１０年後、５

０年後、１０年から５０年以上先に出てくる話な

ので、今すぐどうこうということはないかもしれ

ませんし、これだけの量だったらばというのも、

何となく心の奥底にはあるんですけれども、ただ、

飛散した時間、日にちに、どういう方がそこを通
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って吸い込んだ可能性があるのかだとか、その辺

まで私は踏み込んだ議論はやっておいてもいいの

ではないかなというのが１点。それから、今回の

記録に関しては、ずっと私は長い時間取っておく

必要があるのではないかというのが２点。それで、

あと、その原因についても、解明できるまでは、

その基準とか規則とか関係なく、きちっともっと

間を詰めて、私は測っていかなくちゃいけない話

になってくるのではないかなと思うんですけれど

も、この辺についていかがでしょうか。 

○中部地区建設課長 今後の議論につきましては、

関係所管と改めて意見交換をさせていただきたい

と思います。 

  記録については、今後、最大年限で取っておき

たいというふうに考えております。 

  原因につきましては、先ほどまだ特定できない

というふうに御答弁させていただきましたけれど

も、測定に関しましては、今後毎日測定する、今

予定でございます。 

○吉田こうじ委員 将来的に、それを原因としてと

いうのは、なかなかそういう病気を発症された方

でも難しい話になると思うんですけれども、私が

言いたいのは、今後の足立区の中には、アスベス

トを多く含んだ古い建物をもう何か所も何か所も

改修していかなくちゃいけない運命にあるわけで

す。そういうときに、やはり１つこういうことが

出たということは、今後二度と起こさないという

ことの１つのきっかけにもなると思いますし、そ

の辺は、記録としてきちっと取っておいていただ

きたいし、公文書の取っておくべき期間以上に、

私は特別な書類として、記録として、取っておく

べきかなというふうにも思うんですけれども、副

区長、いかがでしょうか。 

○副区長 今、１０年から５０年という話もありま

したので、記録の方法については、将来的に★★

方が来たときに分からないことがないように、保

存をしていきたいというふうに考えております。 

○佐藤あい委員 ４件伺いたいと思います。 

  まず、スマートフォンの操作支援についてです

けれども、様々な窓口、入り口を用意をしている

という点、大変評価をしております。区民にとっ

て大切であるのは、操作方法を教わるということ

だけで、一度教わるだけではなく、その後、自分

が必要とする情報などを探したりとか、予約だっ

たり申請というようなことで、ちゃんとスマート

フォンを活用できるようにしていく、そして、例

えば、防災情報だったり区の情報というのもしっ

かり確認いただけるようになっていただきたいと

いうふうに考えております。 

  特に大掛かりな追跡調査をしていただきたいと

いうわけではなく、相談終了時に、目的とした操

作がどの程度できるようになったのかとか、引き

続きの支援が必要なのかというような支援の到達

状況というのを把握するお考えはあるのか伺いた

いと思います。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 佐藤委員おっしゃると

おり、確かにスマートフォンの操作を教えただけ

で終わりではなくて、その後どのように使ってい

ただけるか、一度学んだ後に、今度は次はどのよ

うなニーズがあるか、ここのニーズの把握はとて

も重要だと考えています。 

  例えば、都のスマホ教室、こちらでは、既にア

ンケートは行っていますし、今後区としてやって

いくところ、こちらに関しても、どのような方法

でニーズを把握していくのがいいのか、ここは検

討を進めていきたいと考えています。 

○佐藤あい委員 是非お願いいたします。個人の特

定をしない形でしっかりと集計をしていきながら、

また次のフォローアップというようなところにも

つなげていけると思いますし、また、内容によっ
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ては、例えば、区の情報発信の仕方だったり、Ｌ

ＩＮＥだったり、様々な区の申請ページとかあり

ますけれども、そういったもの自体を見直す必要

があるのではというような、各所管にも共有すべ

き情報が出てくる可能性もあるのかなあと思いま

すが、そのあたり、共有をしていくというお考え

などいかがでしょうか。 

○ＩＣＴ戦略推進担当課長 おっしゃるとおり、デ

ジタルデバイドを踏まえて、区民の方にどのよう

な周知がベストなのか、ここは常に試行錯誤して

いくべきだと考えていますし、ここについて把握

できたところについては、庁内共有を図っていき

たいと考えております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。スマホ支

援に関して、スマホ教室などが、個人の操作の支

援にとどまらず、区民がつまずきやすい行政サー

ビスというのがきちんと発見できる機会に活用を

していただきたいなと考えております。 

  次に、たけのつカー＆パークについてちょっと

伺いたいと思います。 

  くじらい委員からもありましたので、私からは、

実際に区民からいただいていた御相談についてち

ょっと伺いたいなと思っておりまして、まず、７

月から、実際のお申込みに対して、こちらの報告

にもありますけれども、これまでの課題と対応策

ということを踏まえた申込みの制限ではないです

けれども、ちょっとこれはできないよというよう

なことで、残念に思われているというような御相

談もいただいているのが現状であります。ただ、

実際、相談７４件に対して２６件のやってみたい

が実現されたというのは、この短期間で、すごく

活用されている方なのかなというふうには感じて

いるんですけれども、区民のやってみたいを実現

するということに対して、ほかの会場での開催実

績などが必要だとかという指導があったと聞いて

おりますけれども、そういった企画者の経験だっ

たり、他会場での開催実績、どのように確認をし

て実施可否を判断をしていくという、今、運用に

なっているのか伺いたいと思います。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 経験の有無につきまし

ては、スタッフが実施の可否を判断する参考材料

として、御確認する程度にとどめておりますので、

必須条件にはしておりません。特に、大型イベン

ト、１０店舗以上を集めて、大型のマルシェをや

る場合には、そういった経験が、やったことがあ

るのかないかというのは、安全管理の面でも確認

することは必要ですので、参考として確認はさせ

ていただいております。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。確認をし

ていただくというのは重要かなと思います。あと

は、未経験だと、もうそれで一律にＮＧというわ

けではないということは安心いたしました。やは

り、やってみたいをかなえていく場所というとこ

ろで初めて取り組む企画を持ってこられる方が大

変多くいらっしゃると思います。ただ、やはり、

未経験の方ほどトラブルが起きる可能性はあると

いうか、御本人が見えていない部分もあろうかと

思いますので、コミュニティビルダーの皆さんで

すとか、スタッフの方々が、どのようにすると、

運用でスムーズに行えるのかとか、事故なくやは

り開催をしていただけるかというのを是非アドバ

イスをしていきながら伴走をしていただきたいな

と思いますし、想定されている規模よりは、一旦

ちょっと小さめにしてみようとかという様々な提

案をしていただけるといいのかなと考えておりま

すけれども、そういった段階的なチャレンジの仕

組みというのはいかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 佐藤委員おっしゃると

おり、段階的なステップを踏むのは大事だと思っ

ております。ですので、大体、未経験の方は、大
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きくやろうとしがち、そこはいいことなのですけ

れども、ちょっとスタッフで期待値の調整をしま

す。なので、まずは小さく始めて、経験を積んで

から、次としてちょっと大きめにやるというのは、

積極的に進めてはおります。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。特に大型

の規模になると、安全管理のための見守りのスタ

ッフを置いていただかなければいけないとか、そ

ういったお願いをされているというふうには伺っ

たんですけれども、そういった重要な点に関して、

きちんと書面で提示をするというのですか、その

ような形でやった上で、やはり一部の団体さんが

そこを守らなかったときに、一律で禁止をされて

しまうということは起こってほしくないなという

ことになりますので、そのようなことが起きない

ようにというのはもちろんなのですが、もし起こ

ったときにも、是非、まずその団体の方に指導し

ていくとか、そういったことがあった場合は、そ

の団体に関しては使えなくなりますよというよう

なことも含めた、一律ではなく、個別にきちんと

指導ができるようにしていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 佐藤委員おっしゃると

おり、個別で指導していくように対応していきま

す。 

○佐藤あい委員 お願いいたします。 

  ちょっと環境面というところで、トレーラー利

用がある場合は、キッチンを利用不可にというの

は、相談対応のスペース確保のためにということ

なのかと思うんですが、キッチンと広場の同時が

できない、利用ができないというふうにも伺った

んですけれども、これ、そのような事実はありま

すでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 人工芝のエリアに関し

ましては一般開放しておりますので、コンクリー

トのエリアとキッチンの組合せは可能です。 

○佐藤あい委員 人工芝の部分はイベントで使うと

いうのは、基本的に貸出しをしていないという形

なのでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 人工芝のエリアは、非

常に一般の利用が多いので、貸切りということに

はしておりません。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。ちょっと事情

の把握をいたしました。 

  あと最後に、このたけのつカー＆パークの最後

にちょっと伺いたいのが、以前、やんちゃなとい

いますか、元気なお子さんたちがたまってしまう

みたいなお話があったんですけれども、その後は

そちらはどのようになりますでしょうか。 

○ＳＤＧｓ・協創推進課長 佐藤委員おっしゃると

おり、６月頃まで小学生１０人ほどが連日遊びに

きて、ちょっと悪さをするということで、スタッ

フも都度注意したりだとか話を聞いておりました。

しかし、その後、近隣の住宅に少し迷惑な行為を

したため、学校に事態を報告して、学校の方から、

児童には、二度とたけのつカー＆パークには行っ

ちゃ駄目だよという注意を受けて、★★も注意し

ながら、たけのつカー＆パークには行かないよう

にということもしたので、それ以降、姿は見られ

てません。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。その後、

たけのつカー＆パークだけを見たら、もう来ない

でくれてよかったなというふうになってしまうか

もしれないんですけれども、その一方で、その子

どもたち、ではどこかに行くわけですよね、きっ

と。なので、足立区の子どもだと思いますので、

やはりそこは、課はまたぐかとは思うんですけれ

ども、本当に難しいとは思うんですが、やはり居

場所がないと、どこかで悪さをしてしまうという

ことにつながりかねないと思いますし、何かに巻
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き込まれるということもあり得ます。なので、そ

こは学校に指導してもらってそれでよかったでは、

是非、終わらずに、今後も、この子どもたちを一

緒に見ていくという視点で、その居場所づくりだ

ったりとかというのも考えていく必要あるかなと

思いますが、いかがでしょうか。 

○あだち未来創造室長 佐藤委員おっしゃるとおり

だと思いますが、今、ＳＤＧｓ・協創推進課長が

話した学校の指導上の話ですので、それをきちん

とやってもらうということと、私たちができるこ

とは、いろいろな居場所をつくっていくというこ

ととそこで子どもたちがきちんとルールを守って、

遊びだったり、学びだったりしていくということ

なので、佐藤委員おっしゃるとおり、教育委員会

とも連絡を取り合いながらやってますので、引き

続き対応してまいります。 

○佐藤あい委員 是非お願いいたします。やはり居

場所がなくなって、それこそ闇バイトだったりと

か、そういった悪いところに本当に引き込まれて

しまうということもありますので、やはり追い出

していくということではなく、しっかりと見てい

ける環境づくりというのを進めていただきたいな

と思っております。 

  次に、鋸南の件で、こちら簡単に伺いたいので

すが、この借地の部分について、借地権の譲渡で

はなくて解除をされるというのは、これはもう契

約の条項上の理由で、借地権譲渡ではなくて返還

の形になるんでしょうか。 

○資産管理課長 佐藤委員おっしゃるとおりです。 

○佐藤あい委員 承知いたしました。ありがとうご

ざいます。 

  この点を伺わせていただきたかったのは、やは

り原状回復となると、更地に戻すというようなこ

となのですか。 

○資産管理課長 原状回復については、確かに一般

的に考えれば、更地というイメージなのですけれ

ども、ちょっとどのように原状回復するというの

は、地権者と今後協議して決めたいと考えており

ます。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。原状回復

にもとても費用が掛かってくるであろうと思いま

すが、ただ、条項上、もう返還するしかできない

ということになりますと、仕方ないのかなとは思

います。 

  ただ、既存の土地建物に関しては、譲渡も含め

て利活用検討ということですので、できるだけ早

い形で、活用なり売却なり、進めていけるように

お願いしたいなと思います。 

  最後に、公共施設マネジメントに関する調査を

されたというところなのですけれども、まず、こ

ちら、回答率が低いのかなというふうには感じた

んですけれども、こちらの理由、回答率があまり

伸びなかった理由というのは、分析されておりま

すでしょうか。 

○資産活用部長 我々も、回答率が低かったという

ことで、とても反省してるところでございます。

やっぱりメッセージ力が少し足りなかったのかな

あという話となかなか公共施設マネジメントとい

う言葉に対して、職員の方たち、まだ感じられて

ないところが多いので、ますます我々啓発活動さ

せていただいて、この数字を伸ばすように努力し

てまいります。 

○佐藤あい委員 ありがとうございます。とても大

切な内容だけれども、ちょっと難しいとも感じら

れてしまう部分なのかなと思いますので、今後ワ

ークショップなども職員向けにも実施予定という

ことで、自分事化を促すというのはとてもいい取

組かなと思います。せっかく実施をしていただく

ということですので、より参加する職員の方が、

自分の所管する施設だったりとか事業を題材とし
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て、その利用状況とか、そういったほかの施設と

の複合化だったりというのを具体的にイメージが

できる内容にしていただくのも重要かなと思いま

す。 

  また、アウトプットというのも重要かと思いま

すけれども、そのあたり、どのようにお考えでし

ょうか。 

○資産活用部長 我々も、いろいろ職員の方たちに

知っていただくということを目標としております

けれども、将来的には、サポーターではないです

けれども、我々の事業をどう協力していただける、

どう認識していて、どう動いていただけるという

ところがとても大切なところだと思っております。

まだその段階に至ってないので、ワークショップ

だとか、職員説明会だとか、いろいろな取組をし

て、先ほどの答弁の繰り返しになりますが、職員

の知識を高め、職員が、その職員が区民の方たち

にメッセージしていただける、自分の仕事として、

取り組んでいただけるようになるように取り組ん

でまいりたいと思います。 

○吉岡茂委員長 他に質疑よろしいでしょうか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 次に、その他に移りますが、何か

質疑等ございますか。 

○吉田こうじ委員 １点だけ。先日、今も千葉の方

で局地的というよりも豪雨で被災された方、お亡

くなりになった方、心からお見舞い申し上げます

けれども、災害・オウム対策調査特別委員会で報

告はされるのかもしれないんですけれども、７月

にもありましたし、今回の８月も、台風とかでは

ない突然の局地的な豪雨というのが今後見込まれ

てくるに当たって、区民の方に対しての、私、情

報発信の仕方というのを少し考えていただきたい

というのがありまして、私自身が担当してる地域、

綾瀬川流域があるんですけれども、私たち議員に

は、執行機関からのメールの共有ということで、

例えば、今回の氾濫の危険レベル３から２なった

ときに頂いた情報共有メールには、綾瀬川のポン

プが非常に順調に作動してるので、水位が下がっ

ているのは確認しておりますが、夜にはまた雨が

激しくなるという予報も出ているので、引き続き、

区としてはこういう体制を取っていますというメ

ールだったんです。私、それ見てすごくほっとし

たんですよ。やっぱりそういう情報というのを区

民の方も本当は知りたいのではないのかなという

ふうに思ってるんです。どういう捉え方をされる

かというのは、ちょっとこれは心配な部分もある

ので、発信の仕方は難しいんですけれども、ただ

ポンプが正常に作動している、水位が確実に下が

りつつあるというのは事実、夜にはそういう豪雨

の予報もあるというのも事実ですし、区としてそ

れに対して何もしてないというのではなくて、こ

ういう体制で備えてますと、だから今後も、区か

らの情報を気にしてくださいというような情報発

信を私はしていただきたいなというふうにあのと

きちょっと思ったんですけれども、危機管理部長、

いかがでしょうか。 

○危機管理部長 せんだってのああいった急に天候

が変わったりだとか、そういった情報のときの発

信は、非常に私どもも難しいというふうに考えて

おります。なかなか確定的なことが言えるものと

言えないものと、おっしゃったとおり、ポンプ場

が稼働したとかそういう確定的な話というのは出

しやすいんですが、この後大丈夫なのか、駄目な

のかというのは、なかなか言いづらいところがあ

ります。ですが、やはり今、吉田委員おっしゃら
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れたとおり、区民が安心できるようなそういった

情報を提供していくべきだろうというのは、私も

そのとおりだと思いますので、この後、多方面の

所管と一緒に、どういった情報提供ができるのか

ということは、検討させていただきたいと思いま

す。 

○吉岡茂委員長 吉田委員、災害・オウム対策調査

特別委員会でやる内容ですので。 

○吉岡茂委員長 分かりました。一応危機管理の方

もあれだったので、その辺は災害・オウム対策調

査特別委員会でやっていただけると思うんですけ

れども、区としての姿勢として、やはり区民の方

が今一番何を気にしていらっしゃるのか、熊本地

震のときもそうでした。足立区、何もしないのか

という声を結構多くいただいてましたので、足立

区としては、こういう自治体と連絡は取ってます

と、すぐに動ける体制も取ってますというたった

一言でいいので、それだけで区民の方というのは

安心できると。その辺も情報発信の仕方として少

し検討していただければなというふうに思います。

よろしくお願いします。 

○吉岡茂委員長 その他何かございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 その他なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○吉岡茂委員長 次に、公社等の決算に関する調査

についてを議題といたします。 

  本件につきましては、足立区土地開発公社の役

員の出席をお願いしておりますので、総務委員協

議会を開会し調査をしたいと思います。 

  つきましては、これより同協議会を開会したい

と思いますが、御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 御異議ないと認め、協議会を開会

することにいたします。 

  これより総務委員会を暫時休憩いたします。 

午後零時３７分休憩 

午後零時４６分再開 

○吉岡茂委員長 引き続き、総務委員会を再開いた

します。 

  ただいまの協議会を踏まえ、何か御意見等ござ

いませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○吉岡茂委員長 御意見等なしと認めます。 

  以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

  これをもちまして総務委員会を閉会いたします。 

午後零時４６分閉会 


